
Title 伏見院の私家集蒐集とその伝来について
Sub Title Making a collection of medieval times WAKA personal anthologies in the period of Emperor

Fushimi's reign (1287-98)
Author 小川, 剛生(Ogawa, Takeo)

Publisher 慶應義塾大学附属研究所斯道文庫
Publication year 2013

Jtitle 斯道文庫論集 (Bulletin of the Shidô Bunko Institute). No.48 (2013. ) ,p.183- 212 
JaLC DOI
Abstract
Notes 山城喜憲元教授退職記念#挿図, 挿表
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00106199-20130000-

0183

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


─ 183 ─

一
、
は
じ
め
に
―
歌
書
の
伝
本
研
究
に
お
け
る

室
町
期
公
武
蒐
書
の
意
義

　

文
献
批
判
に
と
っ
て
各
時
代
の
書
目
（
目
録
）
が
極
め
て
有
用
で
あ
る

こ
と
は
言
う
を
俟
た
な
い
。

　

も
っ
と
も
、「
目
録
学
」
は
、
漢
籍
、
そ
れ
も
版
本
を
対
象
と
し
た
学

問
で
あ
る
。
彼
土
で
は
王
朝
ご
と
に
整
備
さ
れ
た
目
録
が
伝
存
し
て
い
る

こ
と
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
正
史
に
お
け
る
藝
文
志
や
経
籍
志
の

如
き
現
在
書
目
録
、
あ
る
い
は
権
門
や
大
寺
院
の
蔵
書
目
録
の
如
き
、
当

時
存
在
し
た
書
物
を
網
羅
的
に
集
め
た
目
録
や
解
題
が
あ
れ
ば
、
あ
る
時

代
に
い
か
な
る
本
が
読
ま
れ
て
い
た
か
、
か
な
り
の
精
度
を
も
っ
て
つ
か

む
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
難
し
い
。
九
世
紀
末
に

編
ま
れ
た
日
本
国
見
在
書
目
録
は
、
学
問
史
上
の
至
宝
で
あ
る
が
、
結
局

は
そ
れ
に
尽
き
る
。
国
書
に
つ
い
て
は
洵
に
知
見
に
乏
し
く
、
僅
か
に
本

朝
書
籍
目
録
が
参
考
と
な
る
が
、
編
者
や
成
立
年
代
、
書
目
採
択
の
対
象

な
ど
ま
だ
十
分
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い（

（
（

。
ま
た
藤
原
頼
長
や
花
園

院
な
ど
は
特
殊
な
例
外
で
あ
り
、
自
ら
の
蔵
書
の
情
報
を
書
き
残
し
て
く

れ
る
人
は
極
め
て
乏
し
か
っ
た
。
禁
裏
で
さ
え
、
蔵
書
の
構
成
を
あ
る
程

度
復
原
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
江
戸
時
代
に
降
る
。

　

和
歌
は
資
料
に
恵
ま
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
目
録
の
数

伏
見
院
の
私
家
集
蒐
集
と
そ
の
伝
来
に
つ
い
て

小　

川　

剛　

生
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は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
と
り
わ
け
、
最
も
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
家
集

に
つ
い
て
は
情
報
が
乏
し
い
。
歌
道
師
範
家
で
す
ら
、
目
録
は
極
め
て
乏

し
く
、
藤
原
定
家
の
集
目
録
だ
け
と
い
っ
て
も
よ
い（

（
（

。

　

も
と
よ
り
歌
書
の
現
存
書
目
と
し
て
は
藤
原
清
輔
の
和
歌
見
在
書
目
録

が
学
問
的
な
も
の
で
、
体
例
を
日
本
国
見
在
書
目
録
に
倣
っ
て
八
部
門
に

分
け
、
そ
こ
で
は
「
家
集
家
」
を
立
て
て
い
る
。
ま
た
鎌
倉
末
期
の
成
立

で
、
冷
泉
為
相
の
蔵
書
を
書
き
上
げ
た
と
も
言
わ
れ
る
、
私
所
持
和
歌
草

子
目
録
は
、
十
部
門
百
数
十
点
も
の
歌
書
が
分
類
掲
載
さ
れ
、「
家
集
」

の
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
家
集
が
歌
書
の
重
要
な
一
角
と
認
識
さ
れ
る

こ
と
が
分
か
る
が
、
と
こ
ろ
が
、
前
者
は
「
家
集
家
」
を
含
む
後
半
を
欠

く
。
こ
れ
は
物
理
的
な
理
由
か
も
知
れ
な
い
が
、
後
者
に
も
「
三
十
六
人

各
集
悉
在
之
／
諸
家
集
百
余
家
有
之
」
と
だ
け
あ
っ
て
、
具
体
的
な
書
目
は
明
ら
か

に
し
な
い
。
こ
れ
は
本
朝
書
籍
目
録
で
も
同
じ
で
あ
る
。
か
く
し
て
家
集

に
つ
い
て
は
、
中
世
を
通
じ
て
参
照
す
べ
き
目
録
が
な
い
状
態
で
あ
る
（
最

も
必
要
と
思
わ
れ
る
家
集
の
目
録
が
な
ぜ
作
ら
れ
な
い
の
か
、
こ
れ
自
体

興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
）。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
室
町
時
代
、
と
く
に
応
仁
の
乱
後
の
公
武

の
書
写
活
動
で
あ
る
。

　

文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
二
月
一
日
、
室
町
幕
府
九
代
将
軍
足
利
義

尚
は
、
私
撰
和
歌
集
の
編
纂
を
始
め
た
。
所
謂
「
室
町
殿
打
聞
」（
仮
名

撰
藻
鈔
）
で
あ
る（

（
（

。
公
武
歌
人
を
寄
人
に
指
名
し
、
当
初
は
現
存
者
を
対

象
と
し
た
の
が
、
七
月
二
十
八
日
か
ら
は
故
人
の
和
歌
も
撰
入
す
る
こ
と

に
改
め
ら
れ
た
。
ま
ず
は
集
め
ら
れ
た
家
集
・
歌
合
・
定
数
歌
そ
の
他
の

資
料
を
寄
人
が
通
覧
し
て
撰
歌
、
つ
い
で
手
伝
衆
が
短
冊
に
書
き
抜
い
た
。

　

寄
人
で
あ
る
甘
露
寺
親
長
・
中
院
通
秀
・
三
条
西
実
隆
の
日
記
―
親
長

卿
記
・
十
輪
院
内
府
記
そ
し
て
実
隆
公
記
と
そ
の
別
記
室
町
第
和
歌
打
聞

記
に
は
、
各
人
が
手
に
し
た
多
数
の
歌
書
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

網
羅
分
析
し
た
研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
の
範
囲
は
実
に
平
安
期
か
ら
室
町
中

期
ま
で
長
き
に
わ
た
っ
て
い
て
、
た
し
か
に
一
種
の
和
歌
現
在
書
目
録
に

代
替
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
室
町
殿
打
聞
は
他
人
の
蔵
書
を
借
用
し
て
い
る
。
と
く
に
私

家
集
は
、
主
に
二
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
い
た
。
ま
ず
「
自

伏（
邦
高
親
王
）

見
殿
所
被
進
之
家
集
、
今
日
終
功
」（
実
隆
、
八
月
十
六
日
条
）
と
あ
っ

て
、
八
月
半
ば
ま
で
伏
見
宮
邦
高
親
王
（
一
四
五
六
〜
一
五
三
二
）
よ
り

貸
与
さ
れ
た
家
集
を
利
用
し
て
い
た
。
つ
い
で
、
九
月
六
日
に
は
「
自

東（
足
利
義
政
）

山
殿
御
双
紙
櫃
一
合
、
帖
数
六
十
四
帖
」（
実
隆
）「
自
東
山
百
（
マ
マ
）六
十
餘

帖
家
集
被
進
之
」（
通
秀
）
と
あ
る
よ
う
に
、
東
山
に
住
む
父
義
政
所
持

の
家
集
か
ら
撰
歌
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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こ
の
二
つ
は
、
質
量
と
も
に
室
町
期
を
代
表
す
る
、
重
要
な
私
家
集
群

で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
内
容
を
復
原
し
、
遡
及
し
て
み
た
い
。
さ
き
に

歴
代
の
室
町
殿
に
よ
っ
て
集
積
さ
れ
て
き
た
歌
書
に
つ
い
て
考
察
し
、
足

利
義
政
・
義
尚
父
子
に
よ
る
家
集
の
蒐
集
に
触
れ
た（

（
（

。
本
稿
で
は
、
伏
見

宮
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
多
く
の
私
家
集

の
写
本
に
つ
い
て
触
れ
る
が
、
そ
の
書
誌
は
表
Ｂ
に
一
覧
し
て
あ
る
の
で
、

適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

 

二
、
伏
見
殿
家
集
目
録
に
つ
い
て                          

　

権
大
納
言
柳
原
紀
光
（
一
七
四
七
〜
一
八
〇
〇
）
編
纂
の
砂
巌
、
第
五

冊
に
収
め
ら
れ
る
伏
見
殿
家
集
目
録
は
、
邦
高
親
王
よ
り
足
利
義
尚
へ
と

貸
与
さ
れ
た
家
集
の
目
録
と
考
え
ら
れ
る
（
図
版
Ａ
）。
こ
の
点
、
以
前

に
考
証
し
た
が（

（
（

、
行
論
の
必
要
上
要
点
を
略
述
し
た
い
。

　

伏
見
殿
家
集
目
録
は
、
砂
巌
の
丁
数
で
僅
か
に
半
丁
余
、
原
本
は
一
紙

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
主
と
し
て
平
安
期
・
院
政
期
の
私
家
集
六
十
五

点
を
載
せ
、
集
名
で
は
な
く
歌
人
名
を
列
挙
す
る
。
注
記
は
ご
く
簡
略
で
、

成
立
や
内
容
に
は
殆
ど
及
ば
な
い
が
、
一
点
を
除
き
全
て
冊
子
で
あ
っ
た

よ
う
で
、
複
数
帖
の
も
の
に
は
そ
の
旨
を
記
し
て
い
る
。
表
Ａ
に
一
覧
し

A　

伏
見
殿
家
集
目
録
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
砂
巌

（
柳
・
三
八
五
）、
第
五
冊

）
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た
。
内
題
は
「
家
集
中
」、
そ
の
右
肩
に
「
伏
見
殿
」
と
小
字
で
注
し
、

便
宜
か
く
呼
ば
れ
て
き
た（

（
（

。

　

と
は
い
え
、
伏
見
宮
の
い
つ
頃
の
、
誰
の
蔵
書
な
の
か
は
不
明
で
あ
り
、

そ
の
た
め
余
り
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
義
尚
の
室
町
殿
打
聞
の
た

め
親
長
・
実
隆
・
通
秀
の
三
名
が
故
人
の
撰
歌
の
た
め
手
に
取
っ
た
家
集

の
う
ち
、
実
に
八
割
以
上
が
こ
の
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
三
人
の
日
記
に
見
え
な
い
家
集
は
、
他

の
寄
人
が
調
べ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
砂
巌
の
資
料
的
性
格
か
ら

し
て
、
三
条
西
家
の
文
書
を
採
訪
し
た
際
に
転
写
し
た
と
思
わ
れ
、
原
本

の
筆
者
は
三
条
西
実
隆
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い（

（
（

。
こ
の
目
録
は
お
そ
ら

く
家
集
を
収
め
る
櫃
に
附
属
し
て
い
て
、
そ
れ
を
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
世
伏
見
宮
の
私
家
集
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容

が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
私
家
集
群
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
通
覧
し
て
す
ぐ
気
づ
く
こ
と
は
、
作
者
は
男
性
の
み
で
、

女
房
や
僧
侶
の
集
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
初
出
勅
撰
集
別
に
そ
の
人
数
を

示
す
と
、
古
今
１
・
拾
遺
14
・
後
拾
遺
12
・
金
葉
８
・
詞
花
６
・
千
載

17
・
新
勅
撰
３
・
続
古
今
１
・
非
作
者
３
と
な
り
、
ほ
ぼ
摂
関
期
〜
院
政

期
に
偏
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
目
録
の
排
列
を
検
討
す
る
と
、
冒
頭
の
宗
尊
親
王
を
例
外
と
し

て
、
中
納
言
・
参
議
・
散
位
・
四
位
・
五
六
位
と
、
作
者
の
身
分
階
層
別

に
整
然
と
分
け
ら
れ
、
各
階
層
内
で
は
ほ
ぼ
年
代
順
に
排
列
さ
れ
て
い
る
。

各
階
層
内
作
者
の
没
年
で
最
も
降
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定
家
・
公
時
・
家

隆
・
隆
信
・
長
明
と
な
り
、
新
古
今
時
代
の
歌
人
が
下
限
で
あ
る
。
宗
尊

だ
け
は
「
親
王
」
に
属
し
、
ま
た
生
存
年
代
も
や
や
降
る
の
で
、
こ
の
櫃

に
は
な
ん
ら
か
の
事
情
で
竄
入
し
た
と
見
て
よ
い
。

　

家
集
を
作
者
の
身
分
階
層
別
に
分
類
し
、
階
層
内
で
は
年
代
順
に
排
列

す
る
と
い
う
方
式
は
、
勅
撰
和
歌
集
の
作
者
目
録
に
准
拠
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
い
ま
例
と
し
て
続
古
今
和
歌
集
目
録
故
（
（
（

人
に
よ
っ
て
示
す
。

神　

帝
王　

太
上
天
皇　

追
号
天
皇　

親
王　

執
政　

大
臣　

大
納

言　

中
納
言　

参
議　

散
位　

四
位　

五
位　

六
位　

不
知
官
品　

大
師　

僧
正　

法
印　

僧
都　

律
師　

法
橋　

凡
僧　

院
宮　

内
親

王　

女
御　

公
卿
室　

三
位　

庶
女
（
女
房
）

　

枠
で
囲
ん
だ
の
は
伏
見
殿
家
集
目
録
が
収
録
す
る
範
囲
で
、
ち
ょ
う
ど

序
列
の
中
間
部
に
相
当
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
目
録
は
、
身
分
別
に
神
・

帝
王
か
ら
女
房
ま
で
を
分
類
排
列
し
た
、
私
家
集
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
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の
一
部
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
。「
家
集
中
」
と
い
う
内
題
も
こ
の
こ
と

を
意
味
し
、「
家
集
上
」
や
「
家
集
下
」
も
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
が
、

こ
の
時
、
看
聞
日
記
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
八
月
二
十
八
日
条
が
重
大

な
示
唆
を
与
え
る
。

抑
御
贈
物
累
代
之
古
双
子
可
進
条
、
如
何
之
由
、
三
（
正
親
町
三
条
実
雅
）

条
談
合
、
朗
詠

二
巻
経
信

卿
筆
累
代
之
本
也
、
可
然
歟
之
由
談
合
、
而
朗
詠
ハ
流
布
之
物
也
、

宸
筆
歌
双
子
可
然
歟
之
由
被
指
南
、
仍
家
集
内
伏
見
院
宸
筆
三
帖

春
草
集
・
周
防
内

侍
・
赤
染
衛
門

取
出
、
表
紙
等
結
構
者
也
、
累
代
古
本
自
専
、
尤
雖
有

其
憚
、
如
此
重
宝
進
者
可
然
之
間
、
家
集
三
合
之
中
、
撰
出
了
、

　

稀
代
の
専
制
君
主
で
あ
っ
た
義
教
は
和
歌
を
好
ん
だ
た
め
、
廷
臣
諸
家

は
訪
問
さ
れ
る
度
に
、
珍
し
い
歌
書
を
献
上
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
伏

見
宮
貞
成
親
王
（
後
崇
光
院
）
も
ま
た
、
義
教
側
近
と
し
て
有
名
な
正
親

町
三
条
実
雅
の
助
言
を
受
け
、
来
訪
時
の
引
出
物
と
し
て
「
家
集
」
三
合

の
櫃
よ
り
、
伏
見
院
宸
筆
の
家
集
三
帖
を
贈
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
か
ら
、
室
町
時
代
の
伏
見
宮
に
は
、「
家
集
」
を
入
れ
た
櫃
が
、

た
し
か
に
三
合
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

　

伏
見
宮
は
持
明
院
統
の
厖
大
な
記
録
・
典
籍
を
相
続
し
て
い
た
。「
家

集
」
三
合
の
櫃
も
そ
の
う
ち
に
あ
っ
た
。
ま
ず
応
永
三
十
二
年
（
一
四
二

五
）
閏
六
月
、
貞
成
自
身
に
よ
る
宮
家
蔵
書
整
理
の
手
控
え
で
あ
る
「
法

安
寺
預
置
文
書
目
録
」
の
内
に
「
家
集
上
」「
家
集
中
」「
家
集
下
」
の
三

合
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
遡
れ
ば
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
六
月
の
仙

洞
御
文
書
目
録
（
光
厳
上
皇
の
仙
洞
御
所
の
蔵
書
目
録
で
、
観
応
擾
乱
に

よ
り
上
皇
が
不
在
と
な
っ
た
為
に
、
院
庁
の
関
係
者
が
作
成
し
た
）
の
「
丙

御
文
車
」
の
内
に
も
、「
家
集
上
」「
家
集
中
」「
家
集
下
」
と
題
し
た
「
杉

櫃
」
三
合
が
見
え
、「
法
安
寺
預
置
文
書
目
録
」
所
載
の
も
の
と
同
じ
と

判
断
さ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
三
合
の
櫃
は
鎌
倉
後
期
ま
で
に
形
成
さ
れ
、
光
厳
上
皇

か
ら
嫡
流
の
伏
見
宮
家
に
伝
わ
っ
た
、
持
明
院
統
朝
廷
の
私
家
集
群
と
結

論
で
き
る
。
そ
れ
は
作
者
階
層
別
に
整
然
と
収
め
ら
れ
、
現
在
は
内
容
の

知
ら
れ
ぬ
「
家
集
上
」
は
神
仏
・
帝
王
か
ら
大
納
言
ま
で
、「
家
集
下
」

は
官
位
不
明
者
か
ら
僧
・
女
房
を
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
お
そ

ら
く
全
体
で
二
百
点
を
超
え
た
で
あ
ろ
う
。
中
世
で
は
有
数
の
私
家
集
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
家
集
中
」
の
櫃
に
収
め
ら
れ
た
私
家
集
は
、
そ
の
後
も
伏
見

宮
に
あ
っ
て
、
三
条
西
実
隆
も
借
り
出
し
て
い
て
、
戦
国
期
ま
で
は
実
を

保
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。
一
方
、「
家
集
上
」「
家
集
下
」
に
つ
い
て
は
他
に

所
見
が
な
い
が
、
女
房
の
家
集
な
ど
は
、
右
の
例
の
よ
う
に
贈
答
品
と
し

て
喜
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
早
く
に
分
散
し
て
、
か
つ
て
の
ま
と
ま
り
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を
失
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

三
、「
伏
見
院
本
私
家
集
」
の
形
成

　

こ
れ
だ
け
の
点
数
の
家
集
は
、
一
体
誰
の
手
で
集
め
ら
れ
た
の
か
。

　

前
章
に
引
用
し
た
看
聞
日
記
の
記
事
に
は
「
伏
見
院
宸
筆
三
帖
」
ま
た

「
累
代
の
古
本
自
専
、
尤
も
其
の
憚
り
有
り
と
雖
も
、
か
く
の
如
き
重
宝
進ま
ゐ

ら
す
る
は
然
る
べ
き
の
間
、
家
集
三
合
の
中
よ
り
、
撰
り
出
だ
し
了
ん
ぬ
」

と
あ
る
。
伏
見
院
宸
筆
は
当
時
も
す
こ
ぶ
る
人
気
が
高
か
っ
た
。

　

書
物
に
は
た
し
か
に
贈
答
品
と
し
て
の
機
能
が
あ
り
、
室
町
社
会
を
あ

た
か
も
通
貨
の
よ
う
に
や
り
と
り
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。
こ
の
面
に
注
目
し
た
と

き
、
家
集
の
意
義
は
お
の
ず
と
異
な
っ
て
く
る
。
中
古
の
も
の
な
ら
ば
さ

し
て
大
部
で
は
な
く
、
た
い
て
い
冊
子
本
一
帖
な
の
で
贈
答
に
は
好
適
で

あ
る
。
歴
代
の
宸
筆
に
富
む
伏
見
宮
な
ど
は
、
さ
し
ず
め
銀
行
の
よ
う
な

も
の
か
も
知
れ
な
い
。
貞
成
は
家
集
三
合
の
櫃
を
ま
る
で
伏
見
院
宸
筆
の

供
給
源
の
よ
う
に
見
て
い
る
。
実
際
、「
家
集
中
」
の
櫃
に
収
め
ら
れ
て

い
た
家
集
は
、
も
っ
ぱ
ら
中
古
の
歌
人
、
降
っ
て
鎌
倉
中
期
ま
で
の
も
の

で
あ
っ
た
。
家
集
三
合
の
櫃
は
、
伏
見
院
宸
筆
な
い
し
院
の
所
持
し
た
古

写
本
―
少
な
く
と
も
そ
れ
を
核
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

そ
こ
で
、「
伏
見
殿
家
集
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
る
六
十
五
点
の
家
集
の

う
ち
、
奥
書
に
よ
っ
て
伏
見
院
が
書
写
し
た
と
の
記
載
を
持
つ
伝
本
を
探

索
す
る
と
、
い
く
つ
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
ち
に
思
い
付
く
の
が
俊
忠
集
で
あ
る
。
中
納
言
俊
忠
卿
集
（
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
、
五
〇
一
・
三
七
。
い
わ
ゆ
る
俊
忠
集
Ⅱ
）
の
奥
書
を
引
用

す
る
（
便
宜
記
号
を
付
し
た
。
以
下
同
じ
）。

ａ
弘
安
九
年
暦
玄
冬
仲
月
黄
鐘
朔
日
書
之
、

　

本
俊
成
卿
手
跡
也
、

ｂ
他
本
哥
（
中
略
）
永
仁
元
年
十
二
月
十
一
日
、
以
他
本
校
合
之
次

右
哥
等
書
加
了
、

ｃ
以
正
応
宸
翰
写
之
畢
、

　
　

大
永
三
歳
癸未
仲
春
朔
日

ｄ
此
中
納
言
俊
忠
集
、
以
伏
見
殿
邦
房

親
王
本
所
写
也
、

　
　

文
禄
四
年
仲
春
六
蓂

　

奥
書
ｃ
に
「
正
応
宸
翰
」
と
あ
る
。「
正
応
」
と
は
伏
見
天
皇
在
位
の

最
初
の
年
号
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
書
写
年
代
で
は
な
く
、
単
に
伏
見
院
そ

の
人
を
指
す
用
法
で
あ
る
。
ａ
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
に
俊
成
筆
本
を

写
し
、
ｂ
七
年
後
の
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
に
他
本
、
つ
ま
り
俊
忠
集

Ⅰ
の
み
に
載
る
歌
を
書
き
入
れ
た
の
は
伏
見
院
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
上
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述
の
経
緯
で
伏
見
宮
に
伝
わ
り
、
ｃ
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
に
は
後
に

触
れ
る
よ
う
に
宮
家
六
代
の
貞
敦
親
王
（
一
四
八
八
〜
一
五
七
二
）
の
手

で
転
写
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
こ
の
間
は
宸
筆
本
が
伏
見

宮
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
d
は
後
陽
成
院
で
あ
ろ
う
。
御
所
本
そ
の
も
の

は
江
戸
前
期
の
写
本
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
体
裁
や
筆
跡
は
祖
本
の
姿
、

お
そ
ら
く
俊
成
筆
本
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
と
さ
れ
た（

（（
（

。

　

弘
安
九
年
は
伏
見
院
即
位
の
前
年
で
あ
る
。
既
に
春
宮
時
代
の
伏
見
院

は
、
堅
い
紐
帯
で
結
ば
れ
た
近
臣
と
と
も
に
充
実
し
た
和
歌
活
動
を
展
開

し
て
い
た
。
既
に
歌
書
の
書
写
や
蒐
集
に
手
を
染
め
て
お
り
、
即
位
後
も

異
本
と
校
合
し
て
和
歌
を
増
補
す
る
よ
う
な
こ
と
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

永
仁
年
間
、
伏
見
院
の
宮
廷
で
は
、
こ
の
よ
う
な
私
家
集
の
蒐
集
が
集

中
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
も
と
よ
り
全
て
が
宸
筆
と

い
う
訳
で
は
な
く
、
近
臣
・
女
房
も
動
員
し
て
書
写
に
当
た
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
そ
の
直
接
的
な
動
機
と
し
て
は
、
や
は
り
「
永
仁
勅
撰
企
画
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
撰
集
が
、
完
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
か

な
り
の
程
度
ま
で
進
捗
し
た
こ
と
は
種
々
の
徴
証
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

勅
撰
集
の
下
命
は
、
私
家
集
の
蒐
集
が
前
提
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る（
（（
（

。
そ
し
て
こ
の
時
、
伏
見
院
み
ず
か
ら
が
家
集
を
集
め
る
必
要
に
駆
ら

れ
て
い
た
。
ま
ず
、
当
時
の
持
明
院
統
と
大
覚
寺
統
は
御
所
も
所
領
も
近

臣
も
そ
れ
ぞ
れ
が
擁
し
て
い
た
が
、
累
代
の
蔵
書
の
う
ち
、
後
嵯
峨
院
か

ら
後
深
草
院
へ
は
日
記
や
政
務
文
書
が
譲
ら
れ
た
も
の
の
、「
和
歌
并
鞠

文
書
」（
当
然
家
集
な
ど
典
籍
も
含
む
）
は
分
与
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

伏
見
院
自
身
が
認
め
て
い
る（

（（
（

。
こ
う
し
た
家
産
の
分
与
は
、
や
は
り
大
覚

寺
統
に
厚
か
っ
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
、
撰
者
に
使
命
さ
れ
た
四
名
の
歌
人

の
う
ち
、
中
心
と
な
っ
て
資
料
を
提
供
す
べ
き
二
条
為
世
は
非
協
力
的
で

あ
り
、
撰
集
へ
の
関
与
を
拒
ん
だ
（
実
は
こ
の
頃
、
為
世
自
身
も
必
死
に

家
集
を
集
め
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
点
後
述
す
る
）。

　

と
こ
ろ
で
、
天
皇
周
辺
で
活
躍
し
た
京
極
派
歌
人
の
家
集
、
源
親
子
（
権

大
納
言
典
侍
）・
楊
梅
兼
行
・
従
二
位
為
子
（
藤
大
納
言
典
侍
）
の
集
は
、

い
ず
れ
も
永
仁
二
年
夏
頃
に
編
ま
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
三
家
集
に
つ
い
て

は
、
歌
数
・
排
列
と
も
全
く
共
通
す
る
が
、
こ
れ
は
当
時
し
き
り
に
催
さ

れ
た
内
々
の
内
裏
歌
会
な
ど
の
資
料
か
ら
歌
人
別
の
抜
書
が
同
時
に
作
ら

れ
、
撰
歌
の
用
に
立
て
ら
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
し
て
兼
行
集
・
藤

大
納
言
典
侍
集
に
は
原
本
の
断
簡
と
お
ぼ
し
き
古
筆
切
が
十
余
枚
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
複
数
確
認
さ
れ
る
筆
跡
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
伏
見
院
の

宸
筆
で
あ
る
と
い
う
。
現
存
歌
人
の
家
集
の
編
纂
と
、
故
人
の
家
集
を
蒐

集
す
る
こ
と
も
同
じ
時
期
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
は
近
年
紹
介
さ
れ
た
京
極
派
贈
答
歌
集
も
永
仁
五
年
頃
の
成
立
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で
あ
る（

（（
（

。
こ
れ
は
伏
見
院
・
永
福
門
院
以
下
の
歌
人
が
、
後
撰
集
・
和
泉

式
部
集
・
和
泉
式
部
続
集
の
詞
書
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
、
仮
構
の
贈
答
歌

を
新
作
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
後
撰
集
あ
る
い
は
和
泉
式
部
集
の
詞
書
は
、

褻
の
歌
の
雰
囲
気
を
最
も
よ
く
体
現
す
る
も
の
で
、
歌
人
た
ち
は
進
ん
で

そ
の
世
界
に
身
を
置
い
て
作
歌
を
楽
し
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
親
密

な
王
朝
私
家
集
的
世
界
を
憧
憬
す
る
が
如
き
前
期
京
極
派
の
歌
壇
活
動
の

基
盤
に
、
中
古
以
降
の
私
家
集
を
書
写
蒐
集
す
る
事
業
が
あ
っ
た
と
想
定

し
て
も
、
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
伏
見
院
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
下
、
揆
を
一
に
し
て
製
作
さ

れ
た
私
家
集
の
写
本
群
を
「
伏
見
院
本
私
家
集
」
と
仮
称
す
る
こ
と
に
し

た
い
。
具
体
的
な
考
察
の
対
象
と
し
て
は
、
伏
見
殿
家
集
目
録
、
す
な
わ

ち
「
家
集
中
」
に
収
め
ら
れ
て
い
た
六
十
五
点
と
な
る
。

　

藤
原
頼
通
・
白
河
院
な
ど
、
権
力
者
が
時
の
歌
人
に
命
じ
て
家
集
を
書

写
奉
献
さ
せ
る
こ
と
は
平
安
時
代
よ
り
ま
ま
見
ら
れ
た
し
、
ま
た
室
町
時

代
中
期
ま
で
営
々
と
撰
び
続
け
ら
れ
た
勅
撰
集
の
根
幹
資
料
と
し
て
、
歌

道
師
範
家
も
家
集
の
充
実
に
努
め
管
理
に
は
気
を
配
っ
た
。
他
に
も
賀
茂

重
保
の
寿
永
百
首
家
集
の
試
み
が
あ
り
、
真
観
ら
反
御
子
左
派
、
二
条
家

の
家
司
と
い
わ
れ
る
藤
原
資
経
、
京
都
西
山
往
生
院
に
住
し
た
歌
僧
承
空

ら
も
、
集
中
的
に
私
家
集
を
書
写
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
集
積
さ

れ
た
家
集
は
、
い
わ
ば
日
本
文
学
の
根
幹
を
な
す
資
料
群
と
し
て
、
長
き

に
わ
た
り
活
用
さ
れ
て
き
た
。
歌
書
は
ど
れ
も
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
家
集

の
場
合
は
、
一
定
の
群
を
形
成
し
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
集

積
や
伝
来
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
個
々
の
作
品
の
本
文
批
判

に
有
用
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
文
化
史
的
に
も
意
味
が
あ
ろ
う
。
以
下
、

系
図
（
持
明
院
統
〜
伏
見
宮
）

後八
九

深
草
―
伏九
二

見
―
後九
三

伏
見
―
光九
七

厳
―
崇北
二

光
―
栄伏
見
宮仁

親
王
―
貞
後
崇
光
院

成
親
王
―
貞
常
親
王
―
邦
高
親
王
―
貞
敦
親
王
―
邦
輔
親
王
―
貞
康
親
王
―
邦
房
親
王
―
貞
清
親
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後一
〇
二花

園
―
後一
〇
三土

御
門
―
後一
〇
四柏

原
―
後一
〇
五奈

良
―
正一
〇
六親

町
―
誠
陽
光
院

仁
親
王
―
後一
〇
七陽

成
―
後一
〇
八水

尾

　
　
　
　
　
　

 

　

花九
五

園　
　

光北
一

明　
後北
三

光
厳
―
後北
四

円
融
―
後北
五
・
一
〇
〇

小
松
―
称一
〇
一光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入御
室

道
永
助
親
王
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伏
見
院
本
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

四
、「
伏
見
院
本
私
家
集
」
群
の
伝
来

          　

１　

　

伏
見
宮
の
蔵
書
は
、
中
世
の
天
皇
家
の
蔵
書
を
よ
く
伝
え
、
花
園
天
皇

宸
記
や
看
聞
日
記
を
筆
頭
に
貴
重
な
自
筆
原
本
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
大
部
分
が
昭
和
二
十
年
代
に
宮
内
庁
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
も

書
陵
部
に
「
伏
見
宮
本
」
と
し
て
管
理
登
録
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
と
こ
ろ
が
、

そ
こ
に
中
古
の
私
家
集
は
一
点
し
か
見
え
な
い
。
少
な
く
と
も
戦
国
期
に

は
「
伏
見
院
本
私
家
集
」
は
ま
だ
相
当
数
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ど
こ

に
消
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

上
賀
茂
神
社
三
手
文
庫
蔵
千
穎
集
は
、
江
戸
前
期
頃
の
写
本
で
あ
る
が
、

伏
見
院
宸
筆
本
を
写
し
た
旨
の
本
奥
書
が
あ
る
。
千
穎
は
種
姓
も
伝
記
も

不
詳
、
一
〇
世
紀
末
頃
の
隠
遁
歌
人
と
見
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
・
本
文
首
・

本
奥
書
の
書
影
を
掲
げ
た
（
図
版
Ｂ
〜
Ｄ
）。
本
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に

あ
る
。以　

正『
伏
見
院
』（
似
閑
朱
筆
）

応
宸
翰
如
本
写
之
、
正
本
者

遣
今
河
畢
、

　

誰
の
奥
書
か
は
明
示
さ
れ
な
い
が
、「
正
応
宸
翰
」
と
い
う
語
は
、
さ

き
に
掲
げ
た
中
納
言
俊
忠
卿
集
の
奥
書
ｃ
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
同
じ
く

貞
敦
親
王
が
伏
見
院
宸
筆
本
を
忠
実
に
写
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て

正
本
、
つ
ま
り
伏
見
院
宸
筆
本
は
今
川
某
に
贈
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

考
証
の
助
け
と
な
る
の
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
本
と
し
て
現
存

す
る
為
家
卿
続
古
今
和
歌
集
撰
進
覚
書
と
題
さ
れ
る
歌
学
書
で
あ
る（

（（
（

。
藤

原
為
家
が
続
古
今
集
撰
進
に
あ
た
り
、
勅
撰
集
編
纂
の
故
実
を
嗣
子
為
氏

に
語
っ
た
も
の
で
、
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
春
宮
時
代
の
伏
見
院
が
入

手
し
て
書
写
、
そ
の
宸
筆
本
を
貞
敦
親
王
が
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）

十
一
月
に
転
写
し
て
い
る
。
そ
の
奥
書
を
掲
げ
る
。

弘本
云

安
六
年
六
月
廿
五
日
書
写
之
、

（
約
六
行
分
空
白
）

右
一
巻
以
正
応
宸
翰
卒
如
本
写
之
、

　

于
時
永
正
十
七
年
十
一
月
廿
九
日
之
、

　
「
正
応
宸
翰
を
以
て
卒
か
に
本
の
如
く
写
す
」
と
い
う
文
言
は
、
千
穎

集
の
奥
書
と
同
一
で
あ
る
。
よ
っ
て
千
穎
集
の
奥
書
も
、
こ
れ
ら
と
同
じ

く
永
正
・
大
永
の
交
、
貞
敦
が
記
し
た
と
見
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
す
る

と
「
今
河
」
と
は
、
駿
河
守
護
の
今
川
氏
親
（
一
四
七
一
〜
一
五
二
六
）

を
指
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
室
は
権
大
納
言
中
御
門
宣
胤
の
女
で
、
伝
統
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文
化
を
重
ん
じ
た
、
当
時
の
戦
国
大
名
中
の
傑
物
で
あ
る
。

　

戦
国
時
代
、
朝
廷
・
公
家
の
最
も
窮
乏
甚
だ
し
い
時
期
、
伏
見
宮
も
例

外
で
は
な
か
っ
た
。
今
度
は
文
字
通
り
の
活
計
と
し
て
、
今
川
氏
ば
か
り

か
各
地
の
大
名
や
武
家
に
家
蔵
の
典
籍
を
贈
っ
て
い
た（

（（
（

。
そ
こ
で
伏
見
院

宸
筆
本
が
喜
ば
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
う
し
て
「
伏
見
院
本

私
家
集
」
の
多
く
は
、
江
戸
時
代
を
迎
え
る
前
に
散
逸
し
て
い
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
貞
敦
ら
に
よ
る
転
写
本
が
何
点
か
は
伝
わ
っ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

２

　

三
手
文
庫
本
千
穎
集
は
、
冊
首
に
「
上
鴨
奉
納
」「
今
井
似
閑
」
印
を

捺
す
、
今
井
似
閑
（
一
六
五
七
〜
一
七
二
三
）
が
奉
納
し
た
典
籍
の
一
つ

で
あ
る（

（（
（

。
似
閑
奉
納
本
と
い
え
ば
、
師
契
沖
の
手
沢
本
を
含
む
こ
と
で
著

名
で
あ
る
が
、
こ
の
千
穎
集
は
、
正
確
な
書
写
年
代
・
旧
蔵
者
は
不
明
な

が
ら
、
契
沖
・
似
閑
が
日
常
研
究
に
用
い
て
い
た
本
と
は
明
ら
か
に
装
訂

書
式
を
異
に
し
、
し
か
る
べ
き
公
家
の
蔵
書
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
書
写
態
度
は
謹
直
で
あ
る
か
ら
、
伏
見
院
本
の
書
式

を
と
ど
め
て
い
る
と
い
う
期
待
も
抱
け
よ
う
。
他
に
似
閑
本
の
う
ち
で
は
、

資
賢
集
も
慶
安
二
年
（
一
六
五
一
）
に
伏
見
宮
貞
清
親
王
の
書
写
さ
せ
た

と
お
ぼ
し
き
本
を
親
本
と
し
て
い
る（

（（
（

。

　

契
沖
と
も
つ
な
が
り
の
深
い
、
水
戸
彰
考
館
に
仕
え
た
安
藤
定
為
（
朴

翁
、
一
六
二
九
〜
一
七
〇
二
）
は
伏
見
宮
の
家
僕
で
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に

は
似
閑
と
三
手
文
庫
と
の
縁
を
取
り
結
ん
だ
賀
茂
清
茂
（
一
六
七
九
〜
一

七
五
三
）
も
伏
見
宮
邦
永
親
王
の
近
習
で
、
宮
家
蔵
書
を
自
由
に
拝
借
す

る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。
複
数
の
線
で
伏
見
宮
と
の
関
係
が
確
か
め
ら

れ
る
。

　

さ
て
、
似
閑
奉
納
本
に
は
、
江
戸
前
中
期
に
書
写
さ
れ
た
家
集
が
数
多

く
あ
る
。
こ
と
に
表
Ｂ
に
枠
で
囲
っ
た
七
集
は
装
訂
、
表
紙
、
法
量
、
行

数
な
ど
が
す
べ
て
千
穎
集
と
同
一
で
あ
り
、
同
じ
環
境
で
同
時
期
に
書
写

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
版
Ｅ
〜
Ｊ
）。

　

そ
の
う
ち
、
家
経
・
相
如
・
為
頼
・
千
穎
・
親
隆
の
五
集
が
「
伏
見

殿
家
集
目
録
」
に
も
見
え
、
い
ず
れ
も
一
帖
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
千
穎
集
と
同
じ
く
、
い
ま
だ
伏
見
院
宸
筆
本
、

な
い
し
は
貞
敦
ら
の
転
写
本
が
現
存
す
る
時
期
に
、
一
括
し
て
書
写
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
安
法
集
は
、
伏
見
宮
で
「
家
集
下
」
の
櫃
に
あ
る

べ
き
も
の
が
、
辛
う
じ
て
残
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
親
子
集
は
、

原
本
は
巻
子
装
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
こ
れ
ら
京
極
派
歌
人
の
小
家
集
、

持
明
院
統
か
ら
伏
見
宮
に
継
承
さ
れ
た
記
録
文
書
の
目
録
に
見
え
る
「
人
々

哥
書
抜
」
と
い
う
名
の
櫃
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
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Ｂ　

千
穎
集
（
三
手
文
庫
蔵
、

申
・
二
一
二

）・
表
紙

Ｃ　

千
穎
集
（
同
）・
第
一
丁
表

Ｄ　

千
穎
集
（
同
）・
本
奥
書

Ｅ　

安
法
法
師
集
（
三
手
文
庫
蔵
、

申
・
二
〇
六

）
第
一
〇
丁
表
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Ｆ　

権
大
納
言
典
侍
（
親
子
）
集
（
三
手
文
庫
蔵
、

申
二
〇
七

）
第
七
丁
裏

Ｇ　

家
経
朝
臣
集
（
三
手
文
庫
蔵
、

申
二
〇
八

）
第
一
丁
表

Ｈ　

親
隆
集
（
三
手
文
庫
蔵
、

申
二
〇
九

）
第
六
丁
表

Ｉ　

為
頼
朝
臣
集
（
三
手
文
庫
蔵
、

申
二
一
〇

）
第
五
丁
表

朱
筆
集
付
『
拾
哀
／
栄
花
み
は
て
ぬ
夢
』(

似
閑
筆)
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Ｊ　

藤
原
相
如
集
（
三
手
文
庫
蔵
、

申
二
一
一

）
第
五
丁
表

Ｋ　

賀
茂
成
助
集
断
簡
（
徳
川
美
術
館
蔵
手

鑑
「
八
雲
」
所
収
）

Ｍ　

玉
吟
集
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

蔵
高
松
宮
伝
来
禁
裏
本
）
第
一
帖
・
第
四
五
丁
裏

Ｌ　

国
基
集
（
志
香
須
賀
文
庫
本
。
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
８

『
平
安
私
家
集
』〔
貴
重
本
刊
行
会
〕に
よ
る
。

）
第
一
四
丁
表
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す
る
と
伏
見
院
本
私
家
集
と
同
じ
経
路
を
辿
っ
て
伝
来
し
、
こ
こ
で
規

格
を
揃
え
て
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
親
子
集
の
伝
本
は
三
手
文

庫
本
の
み
し
か
現
存
し
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
安
法
・
家
経
・
為
頼
・
千
穎
・
親
隆
の
五
集
に
は
、
歌
頭

に
勅
撰
集
入
集
を
示
す
集
付
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
位
置
は
一

定
で
、
二
行
書
き
の
和
歌
の
行
間
上
部
で
あ
る
。
集
付
は
勅
撰
集
で
は
す

べ
て
続
拾
遺
集
を
下
限
と
す
る
。
つ
ま
り
「
永
仁
勅
撰
企
画
」
の
直
前
で

終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
伏
見
院
本
私
家
集
の
性
格
に
合
致
す

る
（
相
如
集
に
一
つ
だ
け
「
続
後
拾
遺
」
の
集
付
が
あ
る
が
、
位
置
が
異

な
る
の
で
後
筆
で
あ
ろ
う
）。
撰
歌
に
あ
た
っ
て
は
、
過
去
の
勅
撰
集
に

入
集
し
た
歌
は
除
外
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
、
三
手
文
庫
蔵
今
井
似
閑
奉
納
本
か
ら
窺
い
見
る
に
、
伏
見
院
本

は
半
丁
一
〇
行
書
き
、
和
歌
二
行
、
詞
書
二
字
下
げ
、
和
歌
行
間
上
方
に

墨
で
集
付
を
付
し
、
字
高
は
一
八
〜
一
九
㎝
、
列
帖
装
の
四
半
本
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。
も
と
よ
り
私
家
集
の
伝
本
は
多
種
多
様
で
あ
っ
た
筈

で
あ
る
が
、
一
定
期
間
内
に
ま
と
ま
っ
た
点
数
が
組
織
的
に
書
写
さ
れ
る

と
な
る
と
、
写
本
の
規
格
が
あ
る
程
度
揃
え
ら
れ
る
こ
と
も
容
易
に
推
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
現
存
私
家
集
の
伝
本
と
伏
見
院
本

          　

１　

　

こ
の
他
に
も
、
中
古
・
中
世
の
私
家
集
の
伝
本
の
う
ち
に
、
そ
の
系
統

を
辿
っ
て
伏
見
院
本
に
遡
る
も
の
が
現
存
す
る
で
あ
ろ
う
か
。「
伏
見
殿

家
集
目
録
」
所
載
六
十
五
点
の
家
集
の
伝
本
を
調
査
し
て
み
た
い
。
既
に

散
逸
し
て
古
筆
切
し
か
伝
来
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
伝
本
が
ご
く
少
な
く
、

中
世
・
近
世
に
も
殆
ど
世
に
流
布
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
家
集
が
ま
ず
は

検
討
の
対
象
と
な
る
（
表
Ａ
の
番
号
を
（　

）
に
注
記
し
た
）。

　

伏
見
院
本
と
関
係
が
あ
り
そ
う
な
候
補
と
し
て
、
は
じ
め
に
賀
茂
成
助

集
（
63
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
成
助
は
後
拾
遺
集
に
二
首
入
集
す
る
が
、
さ

し
て
注
目
さ
れ
た
歌
人
で
は
な
く
、
家
集
は
早
く
に
散
逸
し
て
、
現
在
互

い
に
ツ
レ
と
な
る
古
筆
切
が
二
葉
報
告
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る（

（（
（

（
図
版

Ｋ
）。
な
お
、
一
つ
は
筆
者
を
後
光
厳
院
（
一
三
三
八
〜
七
四
）
に
極
め
る
。

そ
の
書
式
は
、
一
〇
行
書
、
和
歌
一
首
二
行
書
、
字
高
は
一
八
cm
と
伏
見

院
本
私
家
集
の
特
色
を
完
全
に
満
た
し
、
集
付
の
位
置
も
等
し
い
。
そ
し

て
筆
跡
は
伏
見
院
宸
筆
に
近
似
す
る
。
書
写
年
代
も
た
し
か
に
鎌
倉
後
期

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
伏
見
院
本
の
断
簡
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か（

（（
（

。
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つ
づ
い
て
国
基
集
（
57
）。
現
存
伝
本
の
祖
本
の
位
置
に
あ
る
伝
二
条

為
明
筆
本
（
志
香
須
賀
文
庫
本
）
は
、
鎌
倉
後
期
〜
南
北
朝
期
書
写
、
四

半
列
帖
装
の
古
写
本
で
、
書
式
書
風
、
成
助
集
に
よ
く
通
じ
、
ま
た
「
続

古
」
の
集
付
が
あ
る
（
図
版
Ｌ
）。

　

つ
い
で
、
拾
遺
集
初
出
の
木
工
頭
藤
原
輔
尹
（
36
）
も
マ
イ
ナ
ー
な
歌

人
で
、
そ
の
家
集
は
彰
考
館
に
江
戸
中
期
書
写
と
見
ら
れ
る
孤
本
が
蔵
さ

れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
彰
考
館
本
は
明
ら
か
に
古
写
本
の
忠
実
な
写
し

と
お
ぼ
し
く
、
伏
見
院
本
私
家
集
の
書
式
を
完
全
に
満
た
し
て
お
り
、
や

は
り
こ
れ
を
継
承
す
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

  

伏
見
殿
家
集
目
録
の
注
記
が
手
が
か
り
と
な
る
ケ
ー
ス
も
僅
か
な
が
ら

あ
る
。
親
隆
集
（
9
）
の
伝
本
は
先
に
示
し
た
三
手
文
庫
本
と
そ
の
転
写

で
あ
る
彰
考
館
本
・
山
口
県
立
図
書
館
本
の
み
し
か
知
ら
れ
な
い
。
こ
の

集
は
久
安
百
首
の
親
隆
詠
の
み
で
あ
り
、
異
な
る
内
容
を
持
つ
家
集
の
存

在
も
知
ら
れ
な
い
が
、
伏
見
殿
家
集
目
録
に
「
親
隆
卿
ー
久
安
御
百

首
許
、

」
と
あ

る
の
で
、
伏
見
院
本
と
の
直
接
的
な
関
係
が
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

や
は
り
伝
本
稀
少
で
、
内
容
が
久
安
百
首
の
み
の
季
通
集
（
35
）
に
つ
い

て
も
、
伏
見
殿
家
集
目
録
に
「
季
通
朝
臣
ー
同
親
隆

卿
集
、
」
と
あ
る
の
で
、
同

様
の
事
情
が
想
定
で
き
る
。

　

注
意
す
べ
き
は
藤
原
家
隆
（
22
）、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
現
蔵
の
玉

吟
集
五
帖
で
あ
る
。
編
者
原
撰
本
に
最
も
近
い
重
要
な
伝
本
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る（

（（
（

。
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
真
観
・
日

孝
の
本
奥
書
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
の
鎌
倉
後
期
、
三
名
に
よ
る

分
担
書
写
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
や
中
世
に
お
け
る
伝
来
は
詳
ら

か
で
は
な
い
。
霊
元
院
か
ら
有
栖
川
宮
に
譲
ら
れ
た
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏

本
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
来
禁
裏
に
在
っ
た
本
で
は
な
い
ら
し
い（

（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
伏
見
殿
家
集
目
録
に
は
「
家
隆
卿
ー
玉
吟
五
帖
」
と
あ
る
。

家
隆
の
家
集
の
伝
本
は
多
い
が
、
他
に
は
五
帖
（
冊
）
の
伝
本
が
一
つ
も

な
い
こ
と
、
ま
た
室
町
期
に
は
壬
生
二
品
集
の
名
で
、
あ
る
い
は
六
家
集

の
一
と
し
て
流
布
し
て
お
り
、
伏
見
殿
家
集
目
録
が
敢
え
て
「
玉
吟
」
と

し
て
い
る
の
は
、
現
存
歴
博
本
と
の
関
係
を
強
く
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
本
は
、
毎
半
葉
九
〜
一
一
行
で
あ
る
こ
と
以
外
は
、
伏
見

院
本
の
特
徴
を
よ
く
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
版
Ｍ
）。
さ
ら
に
は
、

勅
撰
集
の
集
付
は
「
続
拾
遺
」
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
、

こ
の
本
が
や
は
り
永
仁
頃
に
伏
見
天
皇
周
辺
で
書
写
さ
れ
、
伏
見
宮
に
伝

来
し
た
可
能
性
が
浮
上
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　

鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
家
集
の
伝
本
は
多
く

存
在
す
る
。
伏
見
院
本
私
家
集
の
書
誌
的
特
色
は
、
家
集
の
写
本
と
し
て

は
む
し
ろ
標
準
的
と
も
思
え
る
か
ら
、
軽
々
し
く
同
定
す
る
こ
と
は
控
え
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る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
か
つ
て
の
伏
見
院
本
な
い
し
そ
の
直
接

の
転
写
本
で
は
な
い
か
と
疑
わ
せ
る
古
写
本
は
相
当
数
に
上
る（

（（
（

。

　

今
後
の
考
察
に
よ
っ
て
、「
伏
見
院
本
私
家
集
」
は
さ
ら
に
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
書
誌
的
な
特
色
の
ほ
か
、
持
明
院
統
や
北
朝
の
院
・

天
皇
・
親
王
を
伝
承
筆
者
と
す
る
古
写
本
・
古
筆
切
に
つ
い
て
も
広
く
探

索
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

              

２

　

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
集
の
本
文
研
究
に
お
い
て
、
伏
見
院
本
私

家
集
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　

私
家
集
伝
本
研
究
の
う
ち
で
、
も
と
よ
り
定
家
本
の
存
在
は
極
め
て
大

き
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
定
家
の
子
孫
で
あ
る
御
子
左
家
と
そ
の
周
辺

で
は
、
し
き
り
に
私
家
集
の
書
写
が
企
て
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
厖
大
な
私

家
集
は
、
現
在
、
筆
者
な
い
し
書
写
監
督
者
の
名
を
冠
し
て
真
観
本
・
資

経
本
・
承
空
本
・
擬
定
家
本
な
ど
い
く
つ
か
の
群
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
戦
国
期
に
な
っ
て
冷
泉
家
に
入
っ
て
来
た
私
家
集
群
で
あ
る
。

江
戸
期
に
禁
裏
の
蒐
書
に
提
供
さ
れ
た
以
外
は
、
余
り
そ
の
存
在
を
知
ら

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
叢
書
の
公
刊
に
よ
っ
て
、

家
集
の
伝
本
系
統
が
複
数
に
分
れ
る
場
合
、
こ
う
し
た
私
家
集
群
に
属
す

る
一
本
が
各
系
統
の
祖
本
と
な
っ
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

私
家
集
の
伝
本
研
究
の
枠
組
み
は
大
幅
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

そ
う
し
た
中
で
も
三
手
文
庫
本
は
、
こ
れ
ら
と
は
独
立
し
た
系
統
で
あ
る

と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

再
び
千
穎
集
を
例
と
し
た
い
。
そ
の
伝
本
に
は
、
三
手
文
庫
本
の
ほ
か

に
、
古
写
本
と
し
て
定
家
本
（
穂
久
邇
文
庫
蔵
）・
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）

書
写
の
奥
書
を
持
つ
伝
甘
露
寺
資
経
筆
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）
が
存
在
す

る
。
こ
の
本
は
、
奥
書
が
改
竄
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
冷
泉
家
外
に

流
出
し
た
、
正
応
六
年
（
永
仁
元
、
一
二
九
三
）
書
写
の
所
謂
資
経
本
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　
　

─
穂
久
邇
文
庫
本（
定
家
手
沢
本
系
統
）

　
　

─
─
─
伏
見
天
皇
宸
翰
本
─
○
─
三
手
文
庫
本
─
山
口
県
立
図
書
館
本（
宸
翰
本
系
統
）

　
　
　
　

─
尊
経
閣
文
庫
本
─
正
応
六
年
書
写
本
─
陽
明
文
庫
本（
資
経
本
系
統
）

千
穎
集
伝
本
系
統
図
（
注
30
西
山
氏
ほ
か
編
著
に
よ
る
）
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西
山
秀
人
氏
に
よ
れ
ば
、
三
系
統
の
本
文
は
、
ほ
ぼ
同
系
と
み
な
さ
れ

る
由
で
あ
る（

（（
（

。
つ
ま
り
定
家
本
を
祖
本
と
し
つ
つ
も
、
微
妙
な
差
異
が
生

じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
三
手
文
庫
本
、
つ
ま
り
こ
の
系
統
図
で
の
伏

見
天
皇
宸
翰
本
は
、
独
自
の
異
文
を
か
な
り
有
し
、
他
二
系
統
と
は
対
立

す
る
と
い
う
。
な
お
、
藤
本
孝
一
氏
は
三
手
文
庫
本
に
つ
い
て
も
、
資
経

本
を
転
写
し
た
も
の
と
す
る
。
奥
書
の
「
以
正
応
宸
翰
如
本
写
之
」
の
文

言
に
つ
い
て
は
、
正
応
六
年
の
書
写
奥
書
の
あ
る
資
経
本
を
写
し
た
故
に
、

そ
し
て
資
経
本
私
家
集
が
勅
撰
集
撰
進
に
よ
る
も
の
な
の
で
宸
筆
と
の
伝

承
が
あ
っ
た
と
す
る
の
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
が
、
上
述
の
ご
と
く
「
正
応

宸
翰
」
と
は
単
に
伏
見
院
宸
筆
を
指
し
、
か
つ
貞
敦
親
王
が
伏
見
院
本
を

写
し
た
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
三
手
文
庫
本
の
本
文
は
資
経
本
と
は
直

接
の
関
係
に
な
い
の
で
あ
る
。
尊
経
閣
文
庫
本
を
正
応
六
年
書
写
の
資
経

本
と
訂
正
す
れ
ば
、
西
山
氏
の
整
理
で
問
題
な
い
。

　

ま
た
安
法
法
師
集
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
資
経
本
・
承
空
本
・
擬

定
家
本
の
三
種
が
揃
っ
て
お
り
、
克
明
な
校
本
も
作
成
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
究

極
的
に
は
定
家
本
を
根
源
と
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
三
手
文

庫
本
の
本
文
は
、
少
な
く
と
も
資
経
本
と
は
明
ら
か
に
別
系
統
で
あ
り
、

か
つ
中
世
に
遡
り
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る
。

　

家
経
朝
臣
集（

（（
（

・
為
頼
朝
臣
集（

（（
（

に
つ
い
て
も
、
真
観
本
・
資
経
本
が
紹
介

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
御
所
本
の
親
本
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

三
手
文
庫
本
は
や
は
り
直
接
の
書
写
関
係
に
は
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
伏
見
院
本
は
本
文
的
に
見
て
も
、
資
経
本
・
承
空
本
・

擬
定
家
本
な
ど
に
対
し
独
立
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
伏
見
院
本
と

資
経
本
は
実
は
全
く
同
時
期
に
書
写
さ
れ
て
い
て
、
書
目
も
多
く
重
複
し

て
い
る
。
現
在
四
〇
点
以
上
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
資
経
本
私
家
集
は
、
奥

書
で
は
正
応
五
年
〜
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
の
四
年
間
に
、
集
中
的
に
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よ
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書
写
さ
れ
て
い
る
。
資
経
は
家
系
伝
記
等
未
詳
で
あ
る
が
、
六
位
の
侍
品

出
身
ら
し
く
、
二
条
家
の
家
司
で
、
鷹
司
家
の
下
家
司
な
い
し
侍
を
兼
ね

て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る（

（（
（

。
資
経
の
筆
、
な
い
し
そ
の
監

督
に
か
か
る
故
に
資
経
本
と
称
す
る
が
、
そ
の
規
格
は
、
影
印
本
の
解
題

に
よ
れ
ば
、
法
量
は
ほ
ぼ
二
二
×
一
五
cm
、
本
文
は
一
〇
行
書
、
和
歌
一

首
二
行
書
き
、
い
ま
だ
表
紙
を
懸
け
な
い
列
帖
装
で
あ
る
。
こ
れ
は
推
定

さ
れ
る
伏
見
院
本
私
家
集
の
姿
と
酷
似
し
て
お
り
、
い
よ
い
よ
無
関
係
と

は
言
え
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。

　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
承
空
本
小
野
小
町
集（

（（
（

は
、
第
一
類
本
に
属
す
る

百
二
十
五
首
、
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
七
月
に
某
（
真
観
か
）
が
校
合

し
た
系
統
の
本
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
本
は
他
の
承
空
本
と
同
様
、
資
経
本
を
親

本
と
す
る
。
そ
の
奥
書
は
、

(a)
建
長
六
年
七
月
廿
日
重
校
合
于
九
条
三
位
入
道
本
了
、
彼
本
哥
六

十
九
首
云
々
、
顕
家
三
位
自
筆
本
也
、
安
元
二
年
十
一
月
八
日
云
々
、

(b)
正
応
五
年
十
二
月
九
日
令
侍
中
詹
事
丞
成
尚
書
之
即
令
校
了
、　　

　

藤
原
資
経

(c)
永
仁
五
年
三
月
十
五
日
於
西
山
房
書
写
了　
　
　

承
空

と
あ
る
。
(b)
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
は
真
観
本
を
親
本
と
し
、
正
応
五
年
、

資
経
が
高
階
成
尚
に
書
写
校
合
さ
せ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
資
経
本

私
家
集
と
し
て
は
最
初
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
他
集
の
奥
書
に

は
実
際
の
筆
者
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
な
い
が
、
多
く
同
様
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
成
尚
は
宗
成
の
子
で
、
父
と
同
じ
く
二
条
為
世
の
門
弟

で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
あ
る
通
り
伏
見
天
皇
在
位
中
の
六
位
蔵
人
で
あ
り
、

春
宮
進
を
兼
ね
て
い
た（

（（
（

。
六
位
蔵
人
は
禁
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
雑
事
に
当
た

る
の
で
、
典
籍
の
書
写
な
ど
に
も
活
躍
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
伏
見
院
と
二
条
家
（
資
経
）
と
の
事
業
の
両
方
に
関
与
す
る
人
物
が
い

た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

同
時
期
に
複
数
の
グ
ル
ー
プ
が
、
似
た
よ
う
な
構
成
の
歌
書
の
蒐
集
を

す
る
こ
と
は
、
事
例
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
時
代
は
降
る
も

の
の
、
た
と
え
ば
文
明
年
間
（
一
四
六
九
〜
八
七
）
の
後
土
御
門
天
皇
と

足
利
義
政
は
、
競
争
の
よ
う
に
歌
書
の
写
本
を
作
成
し（

（（
（

、
三
条
西
実
隆
の

如
き
は
禁
裏
と
幕
府
の
両
方
に
書
写
者
と
し
て
従
事
し
て
い
た
。
こ
れ
は

天
皇
と
将
軍
と
が
、
十
年
近
く
室
町
殿
に
同
居
を
し
た
と
い
う
特
殊
な
事

情
も
働
い
て
い
る
が
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
つ
つ
、
時
に
は
共
通
の
親
本

を
も
と
に
し
て
、
不
足
す
る
本
を
補
充
す
る
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　

と
も
あ
れ
、
十
三
世
紀
末
の
十
年
間
が
、
私
家
集
の
伝
来
の
上
で
、
き

わ
め
て
充
実
し
た
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
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る
と
伏
見
院
本
・
資
経
本
、
そ
の
祖
本
を
何
に
求
め
た
の
か
が
課
題
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
容
易
に
答
え
が
出
る
と
も
思
え
ず
、
個
別
の
伝

本
研
究
を
積
み
上
げ
て
い
く
よ
り
ほ
か
な
い
が
、
見
通
し
だ
け
を
述
べ
れ

ば
、
伏
見
院
本
は
、
定
家
本
を
祖
本
と
す
る
も
の
は
む
し
ろ
少
な
く
、
真

観
本
・
六
条
家
本
そ
の
他
を
写
す
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
こ

の
傾
向
は
資
経
本
も
同
じ
で
あ
る
ら
し
い
。
二
条
家
が
冷
泉
為
相
と
対
立

し
て
い
た
た
め
、
為
相
の
相
伝
し
て
い
た
定
家
本
を
利
用
で
き
な
か
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
当
時
、
京
都
で
流
布
し
て
い
て
利
用
し

や
す
か
っ
た
の
が
真
観
本
で
あ
っ
た
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

　

資
経
本
の
書
写
活
動
は
正
応
五
年
か
ら
確
認
さ
れ
る
が
、
永
仁
元
・
二

年
に
最
も
活
性
化
し
、
二
十
三
集
が
こ
の
両
年
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
元

年
八
月
二
十
七
日
の
永
仁
勅
撰
企
画
が
刺
激
を
与
え
た
と
考
え
て
よ
い
。

周
知
の
如
く
、
二
条
家
と
為
相
と
の
間
で
は
家
記
文
書
を
め
ぐ
る
相
論
が

続
い
て
お
り
、
弘
安
年
間
に
は
文
書
の
櫃
十
七
合
を
返
還
す
る
よ
う
亀
山

院
の
院
宣
が
下
っ
た
が（

（（
（

、
為
世
に
し
て
み
れ
ば
完
全
な
解
決
に
は
程
遠
か
っ

た
。
そ
の
為
相
が
二
年
四
月
に
は
撰
者
を
望
ん
で
い
る（

（（
（

。
伏
見
院
も
為
世

に
冷
淡
で
あ
り
、
京
極
為
兼
は
為
相
の
肩
を
持
っ
て
い
た
か
ら（

（（
（

、
遂
に
翌

三
年
二
月
、
為
世
は
た
ま
り
か
ね
て
抗
議
の
申
文
を
提
出
し
て
い
る（

（（
（

。
訴

訟
が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
、
撰
集
に
は
協
力
し
な
い
、
と
。
実
は
資
経
本

私
家
集
の
書
写
は
、
奥
書
で
見
る
限
り
三
年
中
に
は
全
く
確
認
さ
れ
な
い

の
で
あ
る
。
僅
か
に
四
年
三
月
に
恵
慶
集
が
書
写
さ
れ
た
の
み
で
、
事
実

上
、
元
年
と
二
年
で
終
結
し
て
い
る
。
現
存
資
料
の
み
で
結
論
を
出
す
こ

と
は
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
永
仁
勅
撰
企
画
が
、
持
明
院

統
・
二
条
家
な
ど
に
私
家
集
蒐
集
を
促
す
一
方
で
、
そ
の
空
中
分
解
が
ま

た
事
業
を
中
断
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

六
、
お
わ
り
に　

　

本
稿
で
は
「
伏
見
殿
家
集
目
録
」
を
手
が
か
り
に
し
て
、
鎌
倉
後
期
に

形
成
さ
れ
た
伏
見
院
本
私
家
集
の
構
成
を
復
原
し
、
そ
の
痕
跡
を
現
存
私

家
集
伝
本
や
古
筆
切
の
う
ち
に
探
っ
た
。
中
古
・
中
世
の
家
集
の
本
文
に

つ
い
て
考
え
る
時
に
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

改
め
て
浮
上
し
て
来
る
の
は
、
伏
見
天
皇
治
世
の
文
化
史
的
な
業
績
で

あ
る
。
十
数
年
に
わ
た
る
在
位
は
、
必
ず
し
も
平
穏
と
い
う
訳
で
は
な
か
っ

た
が
、
政
治
的
に
は
公
家
政
権
の
政
務
機
構
の
改
革
―
記
録
所
の
振
興
が

あ
り
、
ま
た
文
学
的
に
は
京
極
派
和
歌
の
勃
興
・
永
仁
勅
撰
企
画
と
、
鎌

倉
時
代
を
通
じ
て
も
注
目
す
べ
き
成
果
を
上
げ
た
。
そ
れ
は
と
も
に
蹉
跌

を
経
験
し
た
訳
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
成
果
と
し
て
私
家
集
の
蒐
集
が
あ
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り
、
持
明
院
統
・
伏
見
宮
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
最
大
の
遺

産
と
言
い
得
よ
う
。
さ
ら
に
は
、
こ
う
し
た
動
き
は
歌
書
の
領
域
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
本
朝
書
籍
目
録
も
、
お
そ
ら
く
こ
の
治

世
に
於
い
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
現
存
す
る
国
書
を
網
羅
的
に
集

成
し
、
分
類
す
る
試
み
に
、
朝
廷
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
当

然
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

附
記　

所
蔵
典
籍
の
閲
覧
調
査
、
な
ら
び
に
図
版
掲
載
の
許
可
を
賜
っ
た

賀
茂
別
雷
神
社
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
徳
川
美

術
館
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）　

和
田
英
松
『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』（
明
治
書
院　

昭
11
）
参
照
。

（
2
）　
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
14　

平
安
私
家
集　

一
』（
朝
日
新
聞
社　

平
5
）「
集
目
録
」
解
題
（
片
桐
洋
一
氏
執
筆
）。

（
3
）　
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
40　

中
世
歌
学
集
・
書
目
集
』（
朝
日
新
聞

社　

平
7
）「
私
所
持
和
歌
草
子
目
録
」
解
題
（
赤
瀬
信
吾
氏
執
筆
）。

（
4
）　

先
行
研
究
と
し
て
、岩
橋
小
彌
太
「
足
利
義
尚
の
和
歌
選
集
」（
歴

史
と
地
理
17

−

2
・
4　

大
15
・
2
、
4
）、
芳
賀
幸
四
郎
『
東
山

文
化
の
研
究
』（
河
出
書
房　

昭
20
。
→
『
芳
賀
幸
四
郎
歴
史
論
集
』

Ⅰ
Ⅱ　

思
文
閣
出
版　

昭
56
）、
井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研

究　

室
町
前
期
』（
風
間
書
房　

昭
36
。
改
訂
新
版　

昭
59
）が
あ
る
。

（
5
）　

拙
稿
「
足
利
義
尚
の
私
家
集
蒐
集
と
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
」（
和

歌
文
学
研
究
106　

平
25
・
6
）。

（
6
）　

拙
稿
「
私
家
集
の
蒐
集
と
伝
来
―
砂
巌
所
収
「
伏
見
殿
家
集
目
録
」

を
め
ぐ
る
問
題
」（
武
蔵
野
文
学
57　

平
21
・
12
）、「
禁
裏
・
宮
家

の
蔵
書
―
砂
巌
所
収
「
伏
見
殿
家
集
目
録
」
を
め
ぐ
る
問
題
」
国
文

学
研
究
資
料
館
編
『
古
典
籍
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス　

王
朝
文
学
を
読
む

た
め
に
』（
笠
間
書
院　

平
24
）。

（
7
）　

早
く
橋
本
不
美
男
氏
・
井
上
宗
雄
氏
・
福
田
秀
一
氏
「
砂
巌
目
録

（
翻
刻
と
略
注
）」（
和
歌
文
学
研
究
11　

昭
36
・
5
）　

に
翻
刻
さ
れ

る
。
ま
た
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
砂
巌
』（
図
書
寮
叢
刊　

明
治
書
院

　

平
6
）
参
照
。

（
8
）　

是
沢
恭
三
「
柳
原
紀
光
の
諸
家
記
録
探
求
に
就
て
」（
国
史
学
45

　

昭
17
・
10
）
参
照
。

（
9
）　

柴
田
光
彦
氏
「
翻
刻
『
続
古
今
和
謌
集
目
録
』」（
国
文
学
研
究
41

　

昭
44
・
12
）
に
よ
る
。　

（
10
）　

実
隆
公
記
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
四
月
八
日
条
に
「
散
木
集
・
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基
俊
集
・
道
信
朝
臣
集
返
上
伏
見
殿
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
伏
見
殿

家
集
目
録
に
見
え
る
。

（
11
）　

前
田
雅
之
氏
「
書
物
と
権
力
論
序
説
―
「
下
賜
」・「
進
上
／
献
上
」

の
文
化
」（
国
文
学
研
究
148　

平
18
・
3
）、
桜
井
英
治
氏
『
贈
与
の

歴
史
学　

儀
礼
と
経
済
の
あ
い
だ
』（
中
公
新
書　

中
央
公
論
新
社

　

平
24
）
参
照
。

（
12
）　

久
保
木
哲
夫
氏
「『
俊
忠
集
』
の
伝
来
」（
国
文
学
論
考
30　

平

6
・
3
）
参
照
。

（
13
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
、
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
十
二
月
十
四

日
後
光
厳
天
皇
宸
翰
書
状
に
、「
家
集
内
々
令
用
意
者
、如
後
拾
遺
例
、

自
然
可
出
来
候
歟
」
と
あ
る
。
勅
撰
撰
者
の
地
位
を
熱
望
す
る
冷
泉

為
秀
に
対
し
、
天
皇
は
、
い
ま
は
乱
世
で
勅
撰
集
を
企
画
で
き
る
よ

う
な
時
勢
で
は
な
い
、
と
し
つ
つ
も
、
家
集
を
内
々
に
準
備
し
て
お

け
ば
、
後
拾
遺
の
よ
う
に
、（
下
命
者
が
さ
ほ
ど
関
与
し
な
く
と
も
）

自
然
と
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
諭
し
た
。
後
拾
遺
は
藤
原
通
俊
の

編
ん
だ
打
聞
を
事
後
に
勅
撰
集
と
し
た
と
の
説
に
基
づ
く
が
、「
家

集
を
用
意
す
れ
ば
何
と
か
勅
撰
集
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
考
え

が
注
意
さ
れ
る
。
引
用
は
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
51　

冷
泉
家
古
文

書
』（
朝
日
新
聞
社　

平
5
）
に
よ
る
。

（
14
）　

東
山
御
文
庫
蔵
伏
見
天
皇
御
事
書
（
勅
封
一
〇
一
・
一
・
一
・

二
、
一
通
）
の
う
ち
に
「
一
、
先
（
後
嵯
峨
院
）
院
勅
語
云
、
和
歌
并
鞠
文
書
可
進

禁（
亀
山
院
）裏、

諸
家
記
禄〔
録
〕可

進
新
（
後
深
草
院
）

院
、（
下
略
）」
と
見
え
る
。

（
15
）　

岩
佐
美
代
子
氏
「
親
子
・
兼
行
・
為
子
集
に
つ
い
て
」（
国
語
と

国
文
学
52

−

10　

昭
50
・
1
。
→
『
京
極
派
和
歌
の
研
究
』
笠
間
書

院　

昭
62
）、
別
府
節
子
氏
「
松
木
切
の
考
察
」（
出
光
美
術
館
研
究

紀
要
3　

平
9
・
9
）
な
ど
参
照
。

（
16
）　

久
保
木
秀
夫
氏
「
伝
後
伏
見
院
筆
歌
集
残
簡
―
京
極
派
歌
人
の
贈

答
歌
集
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
27　

平
13
・
3　

→
『
中
古

中
世
散
佚
歌
集
研
究
』
青

舎　

平
21
）
参
照
。

（
17
）　

小
倉
慈
司
氏
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
目
録
」
田
島
公
氏

編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
三
輯
（
思
文
閣
出
版　

平
21
）
参
照
。

（
18
）　

福
田
秀
一
氏
「
中
世
勅
撰
集
関
係
二
資
料
―
「
為
家
卿
続
古
今
和

歌
集
撰
進
覚
書
」と「
越
部
禅
尼
消
息
」の
一
伝
本
」大
久
保
正
編『
国

文
学
未
翻
刻
資
料
集
』
桜
楓
社　

昭
56
。
→
『
中
世
和
歌
史
の
研
究

　

続
編
』
私
家
版　

平
19
）
参
照
。

（
19
）　

た
と
え
ば
、
貞
敦
は
後
北
条
氏
に
は
貫
之
集
を
贈
り
、
黄
金
十
両

を
得
て
い
る
。
貞
敦
親
王
御
記
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
正
月
十

日
条
に
「
先
度
北
条
新
九
郎　

康

（
マ
マ
）

ニ
御
書
并
貫
之
集
自
筆
下
賜
、
御
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返
報
申
入
、
黄
金
拾
両
進
上
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
貫
之
集
は
伏

見
院
本
で
は
な
く
、
伏
見
宮
の
「
古
筆
櫃
一
合
」
の
う
ち
に
伝
え
ら

れ
て
い
た
三
巻
の
伝
自
筆
本
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
実
隆
公
記
延
徳
二

年
閏
八
月
十
五
日
条
）。

（
20
）　

彌
富
秋
村
「
加
茂
の
文
庫
と
今
井
似
閑
」（
國
學
院
雑
誌
16

−

4

　

明
43
・
4
）、
谷
省
吾
氏
・
金
土
重
順
氏
編
集
『
賀
茂
別
雷
神
社

三
手
文
庫
今
井
似
閑
書
籍
奉
納
目
録
』　
（
神
道
書
目
叢
刊
2　

皇
學

館
大
学
神
道
研
究
所　

昭
59
）、
山
本
宗
尚
氏
「
三
手
文
庫
の
書
籍

に
関
す
る
覚
書
」（
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
17　

平

24
・
3
）
な
ど
参
照
。

（
21
）　

資
賢
集
は
、
そ
の
本
奥
書
に
「
以
冷
泉
中
将
為
景
之
本
誂
春（
山
本
カ
）正写

之
／
慶
安
貳
年
仲
秋
上
旬　
　
（
花
押
写
）」
と
あ
り
（
図
版
Ｎ
）、

某
が
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）、
下
冷
泉
為
景
の
本
を
写
さ
せ
た
、

そ
の
転
写
本
と
分
か
る
。
や
は
り
江
戸
前
期
の
写
本
で
あ
る
。
こ
れ

と
同
じ
花
押
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
本
に
た
だ
一
つ
残
る
中

古
の
私
家
集
、
小
馬
命
婦
集
の
奥
書
に
も
見
え
る
（
図
版
Ｏ
）。
こ

こ
か
ら
資
賢
集
も
伏
見
宮
本
を
転
写
し
た
本
と
推
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
小
馬
命
婦
集
の
奥
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

後
拾
遺
作
者
小
馬
命
婦
別
人
也
鈎
已
下
日
孝
注
之

　

建
長
五
年
七
月
十
四
日
書
写
之　

戸
部
本
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
了

　
　
　

這
一
冊
以
古
本
書
写
之

　
　
　

奥
書
已
下
不
審
多

　

慶
安
四
年
正
月
廿
九
日　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　

花
押
の
主
は
不
明
で
あ
る
が
、
伏
見
宮
に
残
っ
て
い
た
「
古
本
」

を
親
本
と
し
て
、
資
賢
集
書
写
の
二
年
後
、
慶
長
四
年
、
こ
ち
ら
は

自
ら
転
写
し
た
訳
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
伏
見
宮
十
代
、
貞
清
親
王

Ｎ　

入
道
大
納
言
資
賢
集
（
三
手
文
庫

蔵
、
申
二
一
六
）
奥
書
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（
一
五
九
六
〜
一
六
五
四
）
の
所
為
で
あ
ろ
う
。
そ
の
親
本
は
建
長

五
年
（
一
二
五
三
）、藤
原
為
家
の
本
を
日
孝
が
書
写
し
た
本
で
あ
っ

た
こ
と
も
判
明
す
る
（
こ
の
本
奥
書
は
、
こ
れ
ま
で
正
し
く
読
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
実
は
真
観
本
私
家
集
の
奥
書
に
よ
く
登
場
す
る

日
孝
の
も
の
で
あ
っ
た
）。

（
22
）　

児
玉
幸
多
氏
「
賀
茂
清
茂
伝
」（
歴
史
地
理
70

−

6　

昭
12
・
12
）

参
照
。

（
23
）　

注
15
前
掲
岩
佐
氏
論
攷
に
よ
る
。

（
24
）　

久
保
木
哲
夫
氏
「
伝
後
光
厳
院
宸
筆
断
簡
と
賀
茂
成
助
」（
国
文

学
論
考
7　

昭
50
・
3
。
→
『
平
安
時
代
私
家
集
の
研
究
』
笠
間
書

院　

昭
60
）、
久
保
木
秀
夫
氏
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
古
筆
手
鑑

2
点
の
紹
介　

そ
の
1
」（
国
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
19　

平
22
・
4
）
参
照
。

（
25
）　

伏
見
殿
家
集
目
録
に
載
る
私
家
集
の
伝
本
で
、「
伏
見
院
本
私
家

集
」
の
書
誌
的
特
徴
に
近
い
古
筆
切
と
し
て
は
、
他
に
惟
方
集
・
宗

尊
親
王
集
が
あ
る
。

（
26
）　

久
保
田
淳
氏
編
『
藤
原
家
隆
集
と
そ
の
研
究
』（
三
弥
井
書
店　

昭
43
）、『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書　

文
学
篇
第
八

巻
私
家
集
2
』（
臨
川
書
店　

平
13
）「
玉
吟
集
」
解
題
（
中
村
文
氏

執
筆
）
参
照
。

Ｏ　

小
馬
命
婦
集
（
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
伏
見
宮
本

）
奥
書　
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（
27
）　

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
禁
裏
御
蔵
書
目
録
な
ど
の
書
目
に
よ
れ
ば
、

室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
の
禁
裏
に
あ
っ
た
の
は
、
三
帖
の
「
家
隆

卿
集
」
で
あ
っ
た
。「
玉
吟
集
」
の
名
は
他
に
は
見
え
な
い
。

（
28
）　

伏
見
殿
家
集
目
録
に
載
る
私
家
集
の
伝
本
で
、「
伏
見
院
本
私
家

集
」
の
書
誌
的
特
徴
を
よ
く
満
た
す
も
の
を
列
挙
す
る
と
、
尊
経
閣

文
庫
蔵
中
納
言
親
宗
集
（
伝
近
衛
家
基
筆
。
二
三
・
七
×
一
五
・
五

cm
）、陽
明
文
庫
蔵
源
兼
澄
集（
伝
懽
子
内
親
王
筆
。二
一
・
六
×
一
六
・

四
cm
）、
こ
れ
ら
の
古
写
本
は
、
い
ず
れ
も
伝
来
が
不
明
で
あ
る
も

の
の
、
鎌
倉
後
期
の
人
物
を
伝
承
筆
者
に
し
て
い
る
。
特
に
親
宗
集

は
孤
本
で
あ
る
。

（
29
）　

藤
本
孝
一
氏
「
藤
原
資
経
本
『
千
穎
集
』
の
書
誌
的
研
究
―
伝
本

を
中
心
と
し
て
」
古
代
中
世
文
学
論
考
刊
行
会
編
『
古
代
中
世
文
学

論
考　

第
三
輯
』（
新
典
社　

平
11
）
参
照
。

（
30
）　

西
山
秀
人
氏
ほ
か
編
『
千
穎
集
全
釈
』（
私
家
集
全
釈
叢
書
19　

風
間
書
房　

平
9
）。

（
31
）　

熊
本
守
雄
氏
ほ
か
「
校
本
『
安
法
法
師
集
』」（
尾
道
大
学
芸
術
文

化
学
部
紀
要
9　

平
22
・
3
）、
上
林
尚
子
氏
ほ
か
「
校
本
『
安
法

法
師
集
』―
伝
系
系
譜
に
関
わ
る
考
察
」（
尾
道
大
学
日
本
文
学
論

叢
5　

平
21
・
12
）。

（
32
）　
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
80　

平
安
私
家
集　

十
二
』（
朝
日
新
聞
社

　

平
20
）「
家
経
朝
臣
集
真
観
本
」
解
題
（
田
中
登
氏
執
筆
）。「
再
び

真
観
本
私
家
集
に
つ
い
て
」。
千
葉
義
孝
氏
「『
藤
原
家
経
朝
臣
集
』

の
伝
本
に
関
す
る
研
究
」（
短
大
論
叢
73　

昭
60
・
2
。
→
『
後
拾

遺
時
代
歌
人
の
研
究
』
勉
誠
社　

平
3
）
参
照
。

（
33
）　
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
63　

平
安
私
家
集　

十
一
』（
朝
日
新
聞
社

　

平
19
）「
為
頼
朝
臣
集
」
解
題
（
田
中
登
氏
執
筆
）。
家
経
集
・
為

頼
集
と
も
に
三
手
文
庫
本
の
本
文
は
真
観
本
に
よ
り
近
い
こ
と
が
察

せ
ら
れ
る
。

（
34
）　
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
81　

冷
泉
家
歌
書
紙
背
文
書　

上
』（
朝
日

新
聞
社　

平
18
）「
万
葉
集
抄　

紙
背
」
解
題
（
田
中
倫
子
氏
執
筆
）、

藤
本
氏
『
本
を
千
年
つ
た
え
る　

冷
泉
家
蔵
書
の
文
化
史
』（
朝
日

選
書　

朝
日
新
聞
出
版　

平
22
）
参
照
。

（
35
）　
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
71　

承
空
本
私
家
集
下
』（
朝
日
新
聞
社　

平
19
）「
小
野
小
町
集
」
解
題
（
田
中
登
氏
執
筆
）
参
照
。

（
36
）　

福
田
秀
一
氏
「
鎌
倉
中
期
反
御
子
左
派
の
古
典
研
究
」（
成
城
文

芸
39　

昭
40
・
5
。
→
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
角
川
書
店　

昭

47
）
参
照
。

（
37
）　

父
宗
成
撰
の
遺
塵
和
歌
集
に
十
六
首
入
集
す
る
。
同
集
・
雑
・
二
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四
九
に
よ
り
、
永
仁
五
年
に
早
世
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
実
躬

卿
記
に
六
位
蔵
人
と
し
て
の
働
き
が
散
見
す
る
。

（
38
）　

注
5
前
掲
拙
稿
参
照
。

（
39
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
、
永
仁
二
年
八
月
二
日
二
条
為
世
書
状
案

に
、「
抑
日
記
文
書
等
事
、
弘
安
御
沙
汰
之
時
、
任
理
致
亡
父
入
道

預
聖
断
畢
、
仍
文
書
十
七
合
、
文
治
建
久
家
記
所
召
賜
也
」
と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
時
返
却
さ
れ
た
の
は
、
主
に
文
治
・
建
久
年
間

の
明
月
記
で
あ
っ
て
、
家
集
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
引
用
は
注　

13
前
掲
『
冷
泉
家
古
文
書
』
に
よ
る
。

（
40
）　

高
松
宮
旧
蔵
御
手
鑑
の
内
、永
仁
二
年
四
月
三
日
為
相
自
筆
申
状
。

『
御
手
鑑　

高
松
宮
御
蔵
』（
日
本
古
典
文
学
会　

昭
55
）
に
よ
る
。

（
41
）　

高
松
宮
旧
蔵
御
手
鑑
の
内
、
永
仁
二
年
五
月
二
十
七
日
為
兼
自
筆

書
状
。
引
用
は
注
40
と
同
じ
。

（
42
）　

大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
永
仁
三
年
二
月
一
日
為
世
奏
状
。
引
用
は

『
大
阪
青
山
短
期
大
学
所
蔵
品
図
録
』
第
一
輯
（
思
文
閣
出
版　

平

4
）
に
よ
る
。

（
43
）　

本
朝
書
籍
目
録
の
伝
本
の
う
ち
有
注
本
に
は
以
下
の
よ
う
な
奥
書

が
あ
る
（
便
宜
記
号
A
〜
C
を
付
け
る
）。

A
以
仁
和
寺
宮
本
書
之
、
普
広
院
被
尋
之
時
注
文
云
云

B
此
抄
入
道
大
納
言
実
冬
卿
密
々
所
借
賜
之
本
也

C
永
仁
二
年
八
月
四
日
書
写
之　

師
名
在
判

　
　
　

A
〜
C
の
内
容
・
年
代
、
互
い
に
整
合
性
が
と
れ
ず
、
撰
者
の
問

題
と
も
あ
い
ま
っ
て
難
解
で
あ
っ
た
が
、
久
保
木
秀
夫
氏
「『
本
朝

書
籍
目
録
』再
考
」（
中
世
文
学
57　

平
24
・
6
）が
伝
本
調
査
の
結
果
、

新
た
な
解
釈
を
示
し
た
。
そ
の
骨
子
は
、
C
・
B
・
A
と
読
む
べ
き

で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

こ
れ
を
受
け
て
、
B
の
「
借
賜
」
の
語
義
に
つ
い
て
も
再
考
し
た

い
。
こ
れ
ま
で
は
実
冬
が
目
録
を
誰
か
か
ら
借
り
て

0

0

0

0

0

0

0

奥
書
を
記
し
た

某
に
賜
っ
た
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、「
借
」
は
「
貸
」
と
通
用
す

る
。
実
際
、記
録
の
「
借
賜
」
の
用
例
か
ら
は
、玉
葉
文
治
二
年
（
一

一
八
六
）
七
月
二
十
一
日
条
「
春
日
使
借
賜
馬
一
疋
、」（
春
日
社
奉

幣
使
に
馬
一
匹
を
貸
し
与
え
た
）、
明
月
記
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）

十
一
月
二
十
五
日
条
「
新
大
将
御
営
之
間
、
女
院
御
領
可
借
賜
之
由

被
申
」（
新
任
の
大
将
が
物
入
り
な
の
で
、
女
院
の
荘
園
を
一
時
的

に
貸
し
与
え
て
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
）、
吉
田
家
日
次
記
応

永
九
（
一
四
〇
二
）
年
十
月
四
日
条
「
若
求
出
者
、
必
可
借
賜
之
旨

被
示
了
、」（
も
し
探
し
出
し
た
ら
、
必
ず
貸
し
て
下
さ
る
と
示
さ
れ

た
）
の
如
く
、
い
ず
れ
も
単
に
持
ち
主
が
自
分
の
持
ち
物
を
記
主
に



─ 208 ─

貸
し
与
え
た
、
と
明
確
に
判
断
で
き
る
。
よ
っ
て
奥
書
B
は
実
冬
が

貸
し
て
く
れ
た
、
と
い
う
だ
け
で
、「
又
貸
し
」
と
い
う
よ
う
な
解

釈
は
採
る
必
要
は
な
い
。

　
　
　

奥
書
C
と
B
の
間
は
時
間
的
に
離
れ
ず
、嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）

に
没
し
た
実
冬
の
生
前
と
見
ら
れ
る
。
死
後
な
ら
ば
「
故
大
納
言
入

道
」
か
、
あ
る
い
は
単
に
「
実
冬
卿
」
と
表
記
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

さ
て
、
A
の
「
普
広
院
」
は
足
利
義
教
で
あ
る
。
義
教
は
典
籍
の

蒐
集
に
熱
心
で
あ
り
、
仁
和
寺
の
蔵
書
も
徴
し
た
こ
と
が
確
か
め
ら

れ
る
（
注
5
前
掲
拙
稿
）。
こ
れ
は
そ
の
こ
と
を
指
す
。
そ
の
時
、

義
教
は
こ
の
目
録
を
参
照
し
た
の
だ
と
い
う
。
仁
和
寺
で
も
本
朝

書
籍
目
録
に
掲
載
さ
れ
る
も
の
は
備
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
事
情
を
知
っ
て
い
る
某
人
が
、
書
写
に
あ
た
り
、
こ
の
こ

と
を
記
し
た
の
が
A
と
な
る
。

　
　
　

以
上
の
考
察
か
ら
、
伝
来
は
、
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
に
師
名

が
書
写
（
→
実
冬
が
入
手
か
書
写
→
）
某
が
実
冬
か
ら
借
り
て
奥
書

を
記
す
…
仁
和
寺
に
入
る
、
と
い
う
順
に
な
る
。

　
　
　

C
は
こ
の
目
録
の
成
立
を
示
す
か
、
成
立
に
極
め
て
近
い
と
思
わ

れ
る
。
中
原
師
名
は
著
名
な
人
物
で
は
な
い
が
、
伏
見
天
皇
の
治
世

は
じ
め
権
少
外
記
に
任
じ
ら
れ
た
（
兼
仲
卿
記
正
応
元
年
八
月
二
十

五
日
条
）。
親
政
時
に
雑
訴
を
審
議
す
る
記
録
所
の
構
成
員
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
天
皇
家
財
産
の
管
理
に
も
当
た
っ
た
。

記
録
所
は
院
政
時
に
は
文
殿
と
な
る
が
、
後
白
河
院
に
よ
る
蓮
華
王

院
宝
蔵
の
蔵
書
整
理
は
、
文
殿
衆
十
余
人
、
つ
ま
り
中
原
氏
の
人
々

が
そ
の
事
に
当
た
り
、
目
録
も
編
纂
し
た
よ
う
で
あ
る
（
吉
記
承
安

四
年
八
月
十
三
日
条
）。
永
仁
頃
も
中
原
氏
の
人
々
が
そ
の
事
に
当

た
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
久
保
木
氏
に
よ
れ
ば
、
本
朝
書
籍
目
録
に

は
中
原
氏
関
係
者
の
著
作
が
目
に
つ
く
、
と
い
う
。
す
る
と
、
正
応
・

永
仁
の
頃
、
伏
見
天
皇
が
積
極
的
に
書
物
を
集
め
た
こ
と
に
、
本
朝

書
籍
目
録
の
成
立
の
動
機
を
求
め
ら
れ
る
か
。
こ
の
目
録
は
、
記
録

所
の
構
成
員
が
、
当
時
天
皇
家
に
伝
わ
る
書
目
を
書
き
上
げ
た
か
、

あ
る
い
は
新
た
に
文
庫
に
備
え
る
た
め
に
作
っ
た
目
録
で
は
な
い

か
、
と
推
定
で
き
る
。
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伏見殿
家集目
録№ *1

書名 所蔵者・整理番号 書誌

安法法師集 三手文庫（申・206）

列帖装 1 帖、江戸前期写、紺色無地原表紙、
23.6 × 17.5、10 行書、字高 19.0、一首 2 行、詞
書 2 字下げ、料紙斐紙、墨付 23 丁、遊紙後 1 枚、
墨集付（新古）

権大納言典侍集 三手文庫（申・207）
列帖装 1 帖、江戸前期写、紺色無地原表紙、
23.7 × 17.2、10 行書、字高 19.0、一首 2 行、詞
書 1 字題 2 字下げ、料紙斐紙、墨付 8 丁

31 家経朝臣集 三手文庫（申・208）

列帖装 1 帖、江戸前期写、紺色無地原表紙、
23.5 ×17.4、10 行書（9 オ〜 10 オは 7 行＝頼基
集の竄入）、字高 18.5、一首 2 行、詞書 2 字下げ、
墨付 19 丁、墨集付（詞・新古・後拾・金）

9 親隆集 三手文庫（申・209）

列帖装 1 帖、江戸前期写、紺色無地原表紙、
23.6 × 17.4、10 行書、字高 19.5、一首 2 行、題
2 字下げ、料紙斐紙、墨付 12 丁、墨集付（千載・
千・詞）

26 為頼朝臣集 三手文庫（申・210）

列帖装 1 帖、江戸前期写、紺色無地原表紙、
23.7 × 17.2、10 行書、字高 19.0、一首 2 行、詞
書 2 字下げ、料紙斐紙、墨付 17 丁、遊紙前 1 枚、
墨集付（後拾・新古・拾遺・千載・続後）

45 藤原相如集 三手文庫（申・211）

列帖装 1 帖、江戸前期写、紺色無地原表紙、
23.7 × 17.3、10 行書、字高 19.5、一首 2 行、詞
書 2 字下げ、料紙斐紙、墨付 13 丁、墨集付（詞・
続後拾）*2

58 千穎集 三手文庫（申・212）
列帖装 1 帖、江戸前期写、紺色無地原表紙、
23.8 × 17.2、10 行書、序 8 行、字高 19.5、一首
2 行、詞書 2 字下げ、料紙斐紙、墨付 14 丁

2 中納言俊忠卿集 宮内庁書陵部
（501.37）

列帖装 1 帖、江戸前期写、紺地蓮華唐草文銀
糸織出緞子原表紙、23.7 × 17.6、7 行書、字高
18.5、一首 3 行、詞書 2 字下げ、料紙は斐紙（具
引き）、墨付 19 丁、遊紙前 1 枚後 2 枚、墨集付

（新勅・金・続拾）

小馬命婦集 宮内庁書陵部
（伏・145）

列帖装 1 帖、慶安四年写、薄茶色原表紙、19.0
× 14.0、7 〜 9 行書、字高 15.0、一首 2 行、詞
書１字下げ、料紙は斐紙、墨付17丁、遊紙前1枚。

22 玉吟集 国立歴史民俗博物
館（H–600–1612）

列帖装 5 帖、鎌倉後期写、後補青色表紙、23.5
×16.0、9 〜 11 行書、字高 19 〜 21、料紙は斐紙、
墨付全 423 丁、墨集付（〜続拾遺）。

＊ 1　伏見殿家集目録に掲載の家集は表 A の通し番号を載せた。　
＊ 2　「続後拾」のみ歌頭右肩にあり。		

表 B　本文中言及の私家集伝本の書誌
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46 嘉言 六位対馬守 拾遺 寛弘 6
頃 江戸期写の三本のみ。 親

47 長能 2 帖 五位伊賀守 拾遺 寛弘 6
頃

現存伝本は全て一冊、「二帖」は
流布本と異本を指すか。 実親

48 道済 五位筑後守 拾遺 寛仁 3 時雨亭文庫に擬定家本（鎌倉末
期写）あり。 通

49 義孝 五位右少将 拾遺 天延 2
（21）

時雨亭文庫に共紙表紙本・承空本・
擬定家本、九州大学附属図書館細
川文庫に南北朝期写本あり。

通

50 兼澄 3 帖 五位加賀介 拾遺 長保頃
時雨亭文庫に定家本あり。陽明
文庫に伝懽子内親王筆本あり、
知家本所載歌を後補。

実通

51 頼実 五位 後拾遺 長久 5
（30） 三手文庫本ほか江戸期写本のみ。親

52 好忠 六位丹後掾 拾遺 長保頃
時雨亭文庫に定家外題本・資経本・
承空本、天理図書館に伝為氏筆本、
書陵部に伝為相筆本あり。

53 道成 四位備前守 後拾遺 長元 9 時雨亭文庫に定家外題本、ほか
伝定家筆断簡あり。 実

54 資隆 四位肥前守 千載 治承頃 時雨亭文庫に真観本（寿永百首
家集）あり。

55 惟規 2 帖 五位 後拾遺 寛弘 8 江戸期写の御所本と高松宮本の
み。伝為藤筆断簡あり。 実通

56 経衡 五位大和守 後拾遺 延久 4
（68） 御所本は伝家隆筆本の模写。 実

57 国基 五位住吉神主 後拾遺 康和 4
（80）

志香須賀文庫に伝二条為明筆本
あり。 通

58 千頴 穂久邇文庫に定家筆本、尊経閣
に資経本あり。 親

59 基俊 五位左衛門佐 金葉 永治 2
（83）

徳川美術館に定家本、時雨亭文
庫に承空本あり。

60 為信 〔従四位下右
少将〕 寛弘頃 時雨亭文庫に資経本・承空本あ

り。

61 長明 五位 千載 建保 4
（62）

時雨亭文庫に真観本（寿永百首
家集）あり。

62 広言 五位筑後守 千載 文治頃 時雨亭文庫に真観本（寿永百首
家集）あり。 実

63 成助 五位 後拾遺 永保 2
（49） 古筆切二葉のみ存。 実

64 成仲 四位 詞花 建久 2
（93）

穂久邇文庫に伝二条為氏筆本、
時雨亭文庫に真観本（寿永百首
家集）断簡あり。

65 親盛 五位大和守 千載 建久頃 彰考館本と島原松平文庫本のみ。実

実＝実隆公記（室町第和歌打聞記）、親＝親長卿記、通＝十輪院内府記（通秀公記）
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21 経家 正三位 千載 承元 3
（61）

完本は江戸中期写の御所本と歴
博高松宮本のみ。

22 家隆 5 帖 従二位 千載 嘉禎 3
（80）

歴博高松宮本に鎌倉後期写本、
書陵部に鎌倉期写本あり。

23 顕綱 四位讃岐守 後拾遺 康和 5
（75）

時雨亭文庫に真観本・資経本・
承空本・擬定家本あり。野村美
術館に定家本あり。

通

24 実方 四位左中将 拾遺 長徳 4
時雨亭文庫に枡形本・色紙本・
為家本・素寂本・資経本・承空本、
天理図書館に伝定家筆本あり。

25 道信 四位左中将 拾遺 正暦 5 時雨亭文庫に二本あり。 実通

26 為頼 従四位太皇太
后宮大進 拾遺 長徳 2

時雨亭文庫に真観本（零本）、他
に資経本断簡数葉あり。完本は三
手文庫本ほか、江戸期写本のみ。

実

27 範永 四位摂津守 後拾遺 延久頃 時雨亭文庫に真観本・承空本あり。実

28 時明 〔皇太后宮大
進〕 長徳頃

時雨亭文庫に飛雲料紙本（院政
期写）・資経本断簡二葉・承空本
あり。

通

29 為仲 四位太皇太后
宮亮 後拾遺 応徳 2 時雨亭文庫に枡形本・真観本、

尊経閣に伝家隆筆本あり。 実

30 匡衡 四位式部大輔 後拾遺 長和元
（61） 時雨亭文庫に真観本あり。 実通

31 家経 四位式部大輔 後拾遺 天喜 6
（67）

時雨亭文庫に真観本・資経本・
承空本あり。

32 俊頼 4 帖 四位木工頭 金葉 大治 4 「四帖」は散木奇歌集か、伝本多数。

33 忠盛 四位刑部卿 金葉 仁平 3
（58） 伝本やや多し、江戸期写本のみ。

34 公重 四位少将 詞花 治承頃 江戸前期写の佐佐木信綱本・谷
山茂本のみ存。 通

35 季通 四位備後守 詞花 長寛元 彰考館本、松平文庫本のみ。 通
36 輔尹 四位木工頭 拾遺 寛仁頃 彰考館本のみ。 通

37 有房 四位左中将 新勅撰 養和以
後

時雨亭文庫に真観本（寿永百首
家集）あり。 通

38 経正 四位但馬守 新勅撰 元暦元
時雨亭文庫に真観本（寿永百首
家集）あり。他にその転写の御
所本のみ。

実

39 忠度 四位薩摩守 千載 元暦元
（41）

時雨亭文庫に真観本（寿永百首
家集）あり。伝本頗る多し。 通

40 在良 四位摂津守 新勅撰 保安 2
（81） 時雨亭文庫に真観本あり。 実

41 隆信 3 帖 四位 千載 元久元
（64）

時雨亭文庫に真観本（寿永百首
家集）あり。 通

42 黒主 六位 古今 延喜頃 親

43 輔相 六位 拾遺 天暦頃 時雨亭文庫に定家筆内外題本、
他にその転写の御所本のみ。 実

44 祐挙 五位駿河守 拾遺 長保頃 実
45 相如 五位出雲守 詞花 長徳元 江戸期写の数本のみ。 通
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表 A　伏見殿家集目録（家集中）一覧

№ 集名 帖巻 官位（勅撰作
者部類による）

初出
勅撰集

没年
（享年）

備考・主要な伝本（特に時雨亭文庫
蔵私家集群における有無を記した）
散逸と考えられるものは空欄。

室町殿打
聞記録の
所見

1 宗尊 一品中務卿征
夷大将軍 続古今 文永 11

（33）

現存の四集と同定できないが、
他に散逸家集数種の古筆切複数
伝わる。

2 俊忠 従二位中納言 金葉 保安 4
（51）

時雨亭文庫に真観本あり。御所
本（501.37）は伏見宮本の転写本
の系統。

3 雅兼 正二位中納言 金葉 康治 2
（65）

時雨亭文庫に定家外題本「源礼
部納言集」、書陵部に鎌倉末期写
本（509.43）あり。

実

4 成範 正二位中納言 千載 文治 3
（53） 実

5 親宗 従二位中納言 千載 正治元
（56）

尊経閣文庫蔵伝近衛家基筆本の
み。 実

6 定家 正二位中納言 千載 仁治 2
（80） 拾遺愚草か。

7 惟方 従三位参議 千載 建仁元
頃

真観本と、その転写の御所本の
み。伝伏見院筆古筆切数葉あり。通

8 経盛 正二位参議 千載 文治元
（62） 江戸後期写の三本のみ。

9 親隆 正三位参議 金葉 永万元
（67）

三手文庫本・彰考館本「尾張守
親隆百首和歌」のみ。

10 公時 〔従二位参議〕千載 承久 2
（64）

古筆切（六半冊子本）一葉伝わ
るのみ。 実

11 教長 6 巻 正三位参議 詞花 治承 4
（72）

完本は江戸末期写本のみ。北野
天満宮に巻六の零本（江戸初期
写、巻子一軸）あり。

親

12 輔親 従二位 拾遺 長暦 2
（85）

時雨亭文庫に砂子料紙本（院政
期写）・承空本あり。 通

13 高遠 正二位 拾遺 長和 2
（65）

時雨亭文庫に真観本あり。伝定
家筆の高遠集切も伝わる。

14 顕季 三位修理大夫 後拾遺 保安 4
（69）

時雨亭文庫に定家監督書写本「六
条修理大夫集」あり。 通

15 顕輔 正三位 金葉 久寿 2
（66） 時雨亭文庫に定家奥書本あり。

16 行宗 従三位 金葉 康治 2
（80）

時雨亭文庫に鎌倉前期写本「源
大府卿集完本」、真観本あり。 実

17 重家 従二位 千載 治承 4
（53）

尊経閣、慶應義塾図書館に南北
朝期写本あり。もと僚冊。 通

18 頼政 従三位 詞花 治承 4
（77） 伝本頗る多し。

19 頼輔 従三位 千載 文治 2
（75）

時雨亭文庫に真観本（寿永百首
家集）あり。

20 季経 正三位 千載 承久 3
（91）

時雨亭文庫に真観本（寿永百首
家集）あり。他にその転写の御
所本のみ。


